
横浜国大環境研紀要 9：91－137（1983）  

西表島沿海部の植生学的研究＊  

PflanzensoziologischeUntersuchungenimK鮎tengebietderInselIriomote＊  

宮脇  昭＊＊・中村 幸人＊＊・村上 雄秀＊＊・塚越優美子＊＊  

鈴木 邦雄＊＊＊・鈴木 伸一＊＊・仲田 栄二＊＊   

AkiraMIYAWAKI＊＊，YukitoNAKAMURA＊＊，YuhideMuRAKAMI＊＊，YumikoTsuKAGOSHI＊＊，  

Kunio SuzuKI＊＊＊，Shin－ichiSuzuKI＊＊，undEijiNAKATA＊＊  

SynopsIS  

Phytosociologicalstudies of vegetationwere done onIriomote－Island，Situatedin the southern  

part of RyukyuIslands．46vegetation types are recognized．Subtropicalnaturalforestvegetation as  

Psychotrio－Castanopsion sieboldiiincluding3associations（Adinandro yae－  
yamensis－Castanopsietum sieboldiiand Quercetum miyagii）is distributed  
on most of the hilly areas，Which attain470m atMt．Komidake．Othervegetation types withmany  

tropicalspecies are distributed along the coast，at the mouth of the smallrivers，in the narrow  

valleys of the hills and around the villages．Along the river Nakama grows mangrove forest  

vegetation as the Sonneratiaalba－COmmunity and theRhizqt＞horastylosa－COmmunity・Behind the  

mangrove vegetation a back mangrove vegetation，alsoinfluencedby thetide，is developed，aS  

the Barringtonietum racemosae，the Excoecariaagallocha－COmmunity，Melothrio－  

Hibiscetum tiliacei．On the synmorphological，Syndynamicaland synecologicalpoint of  

view，this vegetationis very similar to the realtropicalmangrove communities of southeastern  

Asia．  

On other costalareaslive seminaturalsecondary vegetation types as the Fico micro－  

carpae－Pongamietum pinnatae，Macarango－Bischoffietum and Melano－  

1epido－Tremaetum orientalis，eSPeCiallynear thevillageswith strong humanimpact・  

Grasslandvegetationgrowsalongtheroadsides orin thefields as Euphorbio chamasyce－  

Sporoboletum diandi，Veronico javanicae－Anagallidetum arvensis・Ma－  

nynaturalizedspeciesfromtropicalregionhavebeenfoundintheseplantcommunities・  
Onthewet rocky standsin smallvalleys，1ive pure tropicalnaturalvegetation types as the  

Blechno－Cyathetumlepiferae and Ophio′・rhiza j呼Onicavar・taShiroi－Begonia存nici5－  

COmmunlty．  

＊本調査研究は，昭和56年度文部省科学研究費，特別研究「環境科学」R12－6：海岸植生とその環境保全のための生態学的研   

究，課題番号56030039，研究代表者：宮脇暗による   
ContributionsfromtheDepartmentofVegetationScience，1nstituteofEnvironmentalScience＆Technology，   
Yokohama NationalUniversity No．145  

＊＊横浜国立大学環境科学研究センター植生学研究室   

Dep．VegetationScience，InstituteofEnvironmentalScience＆Technology・YokohamaNationalUniversity  
＊＊＊横浜国立大学経営学部管理料学科環境管理研究室   

Lab．EnvironmentalManagement，FacultyofBusinessAdministration，Yokohama NationalUniverslty   
（1982年8月31日受領）   
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18）シオクグ群集   

19）テツホシダーヨシ群落   

20） ヒメガマ群落   

21）フトイ群落   

22）コウキヤガラ群集   

23）ハイキピーキシュウスズメノヒエ群落   

24）マルミノスブターコナギ群集   

25）アオウキクサーアカウキクサ群落   

26）ハマクワガタールリハコべ群集   

27）ハイニシキソウーフタシべネズミノオ群集  

Ⅲ．西表島沿海部の群落特性  

1．河川流域の群落特性   

2．海浜植生の群落特性   

こう．集落周辺域の群落特性  

摘要  

Zusammenfassung  

引用文献  

緒  論  

八重山群島に位置する西表島は生物学上，貴重な動  

植物の分布する島である。植物分類学に関する研究は  

Itow and Matsumura1898の植物相に関する研究に  

始まり，1975年にほ初島による琉球植物誌にまとめら  

れている。植物生態学的な研究はOhno1961（南西諸  

島の森林植生），野村・佐藤1963（西表島の植生），  

＿k城・三J三木1963（八重山森林植物生態調査報告），宮  

田・小谷1963（八重山群島，西表島の植生），新1970  

（八重山群島の植生），日越・島袋1972（仲間川のサ  

ガリバナ群落について），新納ほか1974（八重山群島  

の植生），Miyawakiand K．Suzuki1976（琉球列島  

の海浜および隆起サンゴ礁の植生），Miyawakiand  

K．Suzuki1976（ナガミポチョウジークスノハカエデ  

群団），鈴木邦1979（琉球列島の植生）などがある。  

今回ほ沿海部を中心に海浜植生，人里群落ならびにマ  

ングローブ林後背地の植生について群落の記載を行な  

い，自然植生と代償植生の動態的な関係について考察  

が行われた。調査方法は全推定法（J．Braun－Blanquet  

1964）がとられている。調査地ほ竹富町仲間川流域か  

ら東にのびた県道に沿って古見，船橋，上原，干立，  

祖納，白浜に及ぶ沿海部で，仲間川，前良川，クーラ  

川，浦内川，仲良川などの河口域が選ばれている。  

Ⅰ．地形・地質・気候  

西表島は，北緯24度15～20分，東経123度40～45分  

に位置し，面積322km2と八重山諸島では最大の島で  

ある。内陸部は，古見岳（470m），テドゥ山（442m），  

御座岳（420m）などの沖縄県では比較的高い山地から   

次 

SynopsIS  

緒論  

卜 地形・地質・気候  

Ⅰ．植物群落  

1．森林群落   

1） ケナガェサカキースダジイ群集  

2）ヤン㌧パルアカメガシワーウラジロエノキ群集  

3）イポタクサギーサキシマスオウノキ群落  

4）サガリ／ミナ群集  

5）シマシラキ群落  

6）アダン群集  

7）クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ  

群集  

8）アカテツーハマビワ群集  

9）モン／りキークサトベラ群集   

10）ハイシバーイソフジ群落   

2．つる一低木群落   

1）ナンテンカズ 

2）イボタクサギ群落  

3） ヒルギカズラ群落  

4） ゴムカズラーノアサガオ群落  

5）タイワンクズーノアサガオ群落  

6） コ／ミノハスノハカズラーイリオモテシャミセ  

ンゾル群落  

7）リュウキュウバライチゴ群落  

8）ハマアズキーグン／ミイヒルガオ群集   

3．草本植物群落   

1）イリオモテトンボソウーコモウセンゴケ群落  

2）ハマホラシノブ一夕イワンコモチシダ群落  

3） ナガバノシマイナモリーコウトウシュウカイ  

ドウ群落  

4）ヤプレガサウラボシーコシダ群落  

5）イリオモチアザミーテッポウユリ群落  

6）ユダウチチヂミザサーカラムシ群落  

7） ソクズ群落  

8）ハマウド群落  

9）シロ／ミナミヤコグサーハマダイゲキ群落   

10）ヤェヤマカモノハシーハマオモト群落   

11）キダチハマグルマ群集   

12） ヒメキランソウ群落   

13）マル／ミアカザ群落   

14） ソナレシノミ群落   

15） ミルスベリヒユ群落   

16） ヒトモトススキ群集   

17）シチトウイ群落  
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し，冬は北東季節風が，夏は南東季節風が強く吹く。  

7月より台風季に入り，沖縄300km圏内を通過する  

台風の数ほ年平均28個を数える。  

Ⅰ．植物群落 P且amzengesellschaften   

l．森林群落 Waldgesellschaften  

l）ケナガエサカキースダジイ群集（Tab．1）  

Adinandro yaeyamensis－  

Castanopsietum sieboldii  

Miyawakiet al．1971．   

形態：ヤエヤマシキミ，ツルアダン，タイワンルリ  

ミノキを標徴種および区分種とする常緑広葉樹林。海  

洋から風衝を破く受け，あまり高くならない高木層に  

はスダジイが優占し，コバンモチ，モッコク，ツルア  

ダシ，ナクオレノキなどが混生する。低木層にはマン  

リ ョウ，モクタチバナ，ヒメユズリハ，カクレミノ，  

イヌガシなど九州以北のスダジイ林に共通な種群のほ  

か，シシアクチ，タイワンルリ ミノキ，シマミサオノ  

キなど亜熱帯地域に分布する種群も多い。草木層にほ   

なる。東部から南東綾部の山麓にほ海岸段丘が形成さ  

れ，複雑な地勢を示している。海岸部は珊瑚礁でかこ  

まれ，水量が多く，落差の少ない仲間川，浦内川，仲  

良川などが山地部を開析し流出している。河口の汽水  

域にほ，マングローブ林が発達している。一般に北部  

海岸ほ屈曲が多く，とくに西海岸ほ沈降リアス式海岸  

を形成している。   

西表島の地質ほ，東北部に琉球火山帯特有の古生層  

藍閃石片岩のツルム層が分布し，他の大部分は，結晶  

片岩を含む石垣帯に属する。斜交層理の発達した砂  

岩，砂岩と泥岩の互層，そして凝灰角礫岩を第三紀の  

砂岩（八重山爽炭層）が厚く覆っている。また西部に  

は，祖納礫岩も分布している。   

西表島の気候ほ，年平均気温23．30C，1月の月平均  

気温は17．40C，7月の月平均気温は28．7PCで，年間の  

降水量は2，00Ommをこえ，とくに5，6月の梅雨季  

の長雨と8，9月の台風季に降水量が多くなる。暖さ  

の拾数は229．Om．d．（石垣島1931～1960年）で亜熱  

帯に属するとされている。また，アジア季節風帯に属  
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ホソバリュウピンクイ，トウゾルモドキ，フウトウカ  

ズラ，オキナワサルトリイノミラ，クワズイモなどが高  

い常在度で生育している。   

ヤン㌧ベルアカメガシワーウラジロエノキ群集は典型  

亜群集とコニシイヌビワ，ヤン／ミルアワブキ，シマグ  

ワ，アオノクマタケラン，ナガバカニクサで識別され  

るコニシイヌビワ亜群集に下位区分されている。   

生態‥自然植生の破壊された林道沿いに普通にみら  

れるほか，仲間川河口中～上流域で流水によるサキシ  

マスオウノキ群集破壊跡地に二次的に生育している。  

土壌ほ砂岩や泥岩の風化土や河川によって運搬された  

土砂からなり，適潤から多湿の状態にある。   

典型亜群集は島の南西部から植生調査資料が得られ  

ているのに対し，コニシイヌビワ亜群集ほ島の南東部  

の谷に臨んだ崩壊性礫質斜面に二次植生として生育し  

ている。鈴木邦（1979）は西表島河川上流域で増水時  

に冠水する河川敷からヤン㌧パルアワブキーエゴノキ群  

集を報告している。この群落は5～8mの持続性の高  

い低木林でェゴノキの植被率および常在度が高く，ウ  

ラジロエノキ，ヤン㌧ベルアカメガシワ，ウラジロアカ  

メガシワ，オオバイヌビワなど多くの種を欠いてい  

る。ヤン㌧ベルアカメガシワーウラジロエノキ群集コニ  

シイヌビワ亜群集ほヤンパルアワブキーエゴノキ群集  

コニシイヌビワ亜群集と組成的，立地的に類似してお  

り，コニシイヌビワ，ヤン㌧ベルアウブキの共通種を有  

する。   

動態：低地のケナガェサカキースダジイ群集やサキ  

シマスオウノキ群集の潜在自然植生域に先駆的な代償  

植生として生育する。   

上級単位：アカメガシワ，クワノハエノキ，アカミ  

ズキ，ハゼノキ， ホソ／ミムクイヌビワ，エゴノキ，オ  

オムラサキシキブ，イヌビワ，カキ／ミカンコノキ，タ  

イワンウオクサギ，ハドノキを上級単位の種群として  

ハドノキーウラジロエノキ群団にまとめられる。ハド  

ノキーウラジロエノキ群団はクサギーアカメガシワ群  

団に対応して琉球列島に分布するが，さらに南方の台  

湾，熱帯アジア，ポリネシアなどからの植生調査資料  

の総括的な比較検討により群団以上の上級単位が決定  

されるほずである。   

分布：ヤン㌧ベルアカメガシワーウラジロエノキ群集  

は日本では西表島以外石垣島，与那国島，沖縄本島に  

分布が予想されるが調査資料は得られていない。対応  

群落に奄美群島，屋久島・種子島からアマクサギーウ  

ラジPエノキ群集が鈴木邦（1979）により報告されて  

いる。   

オニへゴ，トラノオホングウシダ，ヒリ ュウシダ，シ  

ラクマカズラ，アオノクマタケランなどが低い被度で  

生育している。ケナガェサカキースダジイ群集は日本  

におけるヤブツバキクラス林の南限に位置し，着生植  

物やシダ植物が多く，多湿な亜熱帯気候の特徴を反映  

している。   

生態：西表島の丘陵から山地帯にかけてもっとも広  

く分布する気候的極盛相林である。   

動態：ケナガェサカキースダジイ群集の伐採跡地ほ  

スダジイ萌芽林を形成することが多いが，強い人為的  

干渉を持続的に与えられた立地（畑地や林道）では，  

ラテライト化した母材がむきだしになりイリオモテム  

ラサキーススキ群落やヤプレガサウラボシーコシダ群  

落が生育する。次の遷移ステージではヤンパルアカメ  

ガシワーウラジロエノキ群集などの陽地生先駆林が生  

育するが，最近でほ帰化植物のギンネムの侵入が著し  

く，ススキ群落のあとにギンネムが優占低木林を形成  

する立地も多い。   

上級単位：アデク，シシアクチ，シバニッケイ，ヤ  

マヒハツ，シマミサオノキなど琉球列島に共通な種群  

によってポチョウジースダジイ群団にまとめられる。   

分布：西表島のほか石垣島にも分布が確認されてい  

る。日本列島におけるヤブツバキクラス林の南限に位  

置している。   

2）ヤンパルアカメガシワーウラジロエノキ群集  

（Tab．2）  

Melanolepido－Tremaetum  

orientalis ass．nov．   

形態：ウラジロエノキ，ウラジロアカメガシワ，オ  

オバイヌビワ，ヤンパルアカメガシワを標徴種および  

区分種とする陽地生半落葉広葉樹林。高木層は13～16  

mの高さで，60～75％の植被率を占める。ウラジロエ  

ノキ，ウラジロアカメガシワ，クワノハエノキなどが  

優占し，オオバイヌビワ，ヤン㌧ベルアカメガシワ，ハ  

ゼノキ，アカミズキなど多数の種が混生する。これら  

の種はいずれも生長の速い落葉ないし常緑のトウダイ  

グサ料，ニレ科，クワ科で代表される。海抜高度55m  

地点でコニシイヌビワの優占する植分も調査されてい  

る。高木第2層は7～9mで40～70％の高い植被率を  

占め，アカメガシワ，ヤン／ミルアカメガシワ，ホソバ  

ムクイヌビワ，オオバギ，ハブカズラなどが生育して  

いる。低木層ほ3～4mで30～40％の植被率を占め，  

シマグワ，オオムラサキシキブ，イヌビワ，カキバカ  

ンコノキ，ハルランイヌビワ，リュウキュウガキ，さ  

らにヤブツバキクラスのタブノキ，ショウベンノキ，  

モクタチバナなどが生育する。草本層は0．5～1．5m  

で，15～40％の植被率を占め，ユダウチチヂミザサ，  
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3）イボタクサギーサキシマスオウノキ群落  

（Tab．3）  

CJerode乃dro花王几er〝le一方er葎わrαJffforαJig  

・Gesellschaft   

形態：常緑広葉樹のサキシマスオウノキで区分され  

る亜高木林。高木層ほ高さ8～12mで，樹冠は70～85  

％の植被率を占め，サキシマスオウノキが優占する。  

他にほオヒルギ，クロヨナ，シイノキカズラなどが混  

生し，オヒルギの優占植分もみられる。サキシマスオ  

ウノキは発達した板根を形成する。低木層は3～4m  

で20～30％の植被率を有し，イボタクサギ，シイノキ  

カズラ，シマシラキなどの林縁生あるいほ先駆的な植  

物が生育している。草本層の発達も植被率3～20％と  

低く，オヒルギ，アダン，シイノキカズラなどが散生  

している。イボタクサギーサキシマスオウノキ群落の  

平均出現種数ほ10種と，新納ほか（1974）によって報  

告されたサキシマスオウノキ群集の平均出現種数33  

種，あるいほ鈴木邦（1979）の26．5種を下まわる。ま  

た種組成もリュウキュウガキ，コミノクロツグ，フク  

ギ，アワダソ，ポチョウジ，モクタチノミナなど，八重  

山群島の低地林に普遍的な種を欠いている。   

イボタクサギーサキシマスオウノキ群落はオヒル  

ギ，アダン，ヒルギカズラで区分されるオヒルギ下位  

群落と，クロヨナ，サガリ／ミナ，オオハマボウ，ヒイ  

ランシャリンバイ（オキナワシャリン／ミイ），コクテ  

ンギ，テリハボクで区分されるクロヨナ下位群落にま  

とめられる。   

生態：仲間川中流域などのマングロ【ブ林後背地と  

マングローブ林内のカニ山などの小丘上に小面積で発  

達している。土壌は河川によって運搬された砂土，あ  

るいは砂岩，泥岩基質で多湿である。潮汐により完全  

に冠水することはない。オヒルギ下位群落は仲間川中  

流域のマングロ・－ブ林内のカニなどによって形成され  

た小丘上に生育している。クロヨナ下位群落はマング  

ロ・－ブ林周縁の八重山爽炭層上の斜面に生育し，サキ  

シマスオウノキ群集の立地に近い。   

動態：林縁植物の侵入からも理解されるように生育  

地の面積が少なく，サキシマスオウノキ群集のような  

安定した林分を形成するに至らない。サキシマスオウ  

ノキ群集の初期相に位置づけることは可能であるが，  

イボタクサギーサキシマスオウノキ群落の終極相にサ  

キシマスオウノキ群集を判定することはできない。   

上級単位：サキシマスオウノキの優占群落ほ西南諸  

島を北限とし，熱帯アジア，ミクロネシアなどに中枢  

的な広がりをもっている。したがって上級単位に関し  

ては，東南アジア各地の植生調査資料を中心に検討さ  

れるはずである。   

分布：西表島。類縁の群落ほ熱帯アジア，ミクロネ  

シア，アフリカなどに分布する。   

4）サガリバナ群集（Tab．4）  

Barringtonietum racemosae  

Niiro et al．1974   

形態：サガリノミナ，ミフクラギ，ハブカズラ，ヤソ  

パルミョウガを標徴種および区分種とする常緑広葉樹  

亜高木林。高木層は8～11mで90％の植被率を占めサ  

ガリバナが優占する。他にミフクラギ，タブノキ，ツ  

ルアダン，フカノキ，フトモモノキなどが低被度で混  

生する。これらの樹木にほ着生植物が多く，シマオオ  

タニワクリ，ホウピカソジュなどが特徴的である。低  

木層ほ3～4mの高さで30％の植被率を占め，ポチョ  

ウジ，アワダソ，ハブカズラ，リュウキュウモクセ  

イ，シマオオタニワクリなど多彩な植物がみられる。  

草本層は貧弱で5～15％の植被率からなり，サガリ／ミ  

ナ，タブノキなどの椎樹，コウモリシダ，ホウピカソ  

ジュ，ヌリトラノオなどのシダ植物，トウゾルモド  

キ，ハブカズラ，ツルアダン，オキナワサルトリイバ  

ラ，リュウキュウテイカカズラなどのつる植物が散在  

して生育している。   

生態：仲間川中流域から上流域にかけて河川の後背  

湿地に生育する。生育範囲ほ汽水域から淡水域まで広  

く，満潮時や増水時に冠水する。土壌ほ河川によって  

運搬された土砂が平坦に堆積し，踏圧により5～8cm  

沈む多湿な腐植土からなっている。鈴木邦（1979）の  

指摘にもあるように流水による土砂や柿死木の流入，  

流出が行なわれている。   

動態：サガリ／ミナ群集の動態的な研究ほほとんど行  

なわれていないが，新納ほか（1974）は人為的撹乱に  

よりサガリバナ優占林分からカキバカンコノキ優占林  

分に退行遷移することを報告している。   

分布：奄美大島が種としてのサガリバナの北限とな  

るが，植生の分布は西表島から報告されている。   

5）シマシラキ群落（Tab．5）  

助coecαrfααgαgねcゐα－Gesellschaft   

形態：常緑広葉樹のシマシラキ1種で区分される。  

植生高は4～6mの亜高木林で70～80％の植被率を占  

め，シマシラキが優占する。草本層は10～20％と貧弱  

で，常在度の高い種はみられずイボタクサギ，シイノ  

キカズラ，ヒルギダマシなどが伴生する。シマシラキ  

群落はオヒルギで区分されるオヒルギ下位群落とオオ  

ハマボウ，ナンテンカズラで区分されるオオハマボウ  

下位群落にまとめられる。   

生態：仲間川や浦内川の汽水域でマングローブ林を  

潜在自然植生とする領域は潮汐の影響を強く受け，塩  

分濃度の高い立地となっている。その影響の著しい河   
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Tab・3 イボタクサギーサキシマスオウノキ群落  

C7e7．0（克nあ一Oninerme－Ihritieralittoralis－Gesellschaft  

a：Untereinheit von Bruguieragymno77－higa オヒルギ下位群落  

b：Untereinheit von且）ngamiapinnataク1］ヨナ下位群落  

Spalte：  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Baumschicht（m）：  

Deckung d．Baumschicht（％）：  

H6he d．Strauchschicht（m）：  

Deckung d．Strauchschicht（％）：  

H6he d．Krautschicht（m）：  

Deckung d．Krautschicht（％）：  

Artenzahl：  

号
号
号
 
 
 

記
番
番
 
 

落
し
査
 
 

群
通
調
 
 

a  声 b  

1   2   3   4   

F S F F  

42  25 191  9   

3   3   3   3   

6   6  10   5  

7×710×105×510×10   

8   6   5  12  

70  85  80  70  

調 査 月 日  

調 査 面 積  

高木層の高さ  

高木層植被率  

低木層の高さ  

低木層植被率  

草本層の高さ  

草本層植被率  

出 現 種 数  

3   3   4  

30  30  20  

0．8  0．5  0．8  

15   3   20  

6   8   9  

一
1
 
5
 
1
5
 
 

Trennart d．Gesellsch．：  群落区分種   

サキシマスオウノキ  ノブ（リイ／ノ－‘り一‘J／／〃…・‘J／六  B
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K
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●
 
 

3
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●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
4
 
 

2
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

3
 
 

4
 
1
 
2
 
 
 

●
 
 
 
 
 
●
 
 
 
 
 
●
 
 

4
 
1
 
1
 
 

Trennarten d．Untereinheiten：   下位群落区分種   

オヒルギ  

アダン   

ヒルギカズラ   

クロヨナ   

サガリバナ   

オオハマボウ   

ヒイランシャリソバイ   

コクテンギ   

テリハボク  

βr～曙乙‘オg7一αgツ′〃乃Or7一月∠zα  

几肋ん／川∫り‘ん／・‘J／／∫∫／■／／川∫   

βdろg7甘ヱαCα乃（ゐ乃αfピ〃∫f∫   

几／J押川／‘J声／〃…山   

且∬／イ／叫イり／～高／・‘汀‘リ／…∫‘J  

JJ／／）古‘、JJ∫J／／高（・（リJ∫   

几J♪／J／り／‘ソ）／＝′／ナノ／，（イ／‘J＝ヽ・こ1r．／～／J●／・‘川ぐ〃J才一メ   

ガ仙〃＿＼・／／JJバ／‘〃＝ム‘汀  

（1‘J／り／）／リ〟J′川／／＝ノ）／い・佑′′′J  

Sonstlge Arten：  

B
 
K
 
S
一
B
 
B
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 

旦
K
 
 

1
 

・
・
・
・
 

＋
＋
±
 
 

2
 

・
＋
土
・
∵
・
・
・
・
・
 
 

4
 
2
 
1
 
2
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●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
4
 
2
1
．
＋
 
 

2
 ・

 

＋
∵
・
・
・
・
・
 
 

2
1
 

B
 
S
 
S
 
S
 
S
 
 

その他の種   

イボタクサギ  S・K   

シイノキカズラ  B  

S  

K   

シマシラキ  S   

ツルアダン  B・K  

（プg／一0（た乃広一0乃 f乃gr7刀ピ  

ル＝■／＝′－（／iノ／／‘け‘J  

…
…
1
・
2
＋
 
 

l
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

l
 
 

∵
 
 

＋
・
2
 
 

＋
 
 ・  2・2  

●  ●   

1・2  ＋   

・  1・1  

∵
…
一
 
 

Jこl川‘…タイ‘J‘J押／／り‘九J  

八・‘】．＼・‘、／′∫‘イ／‘りi，′■′′′仙〃…  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．Nr．3‥Cksa抄iniacristaナンテンカズラ B－2・2，K－＋，   

mkstroemiaretusaアオガンピK－＋・2，Crinum a5iaticum var．j‘4）Onicumハマオモト K－＋，   

L坤turus rePensハイシノミ K－1・2，in4：F；cus microcaTPaガジュマル S－＋，Lygodium micrqphyllum   

イリオモテシャミセソゾルK－＋，A7‡0戌刀d′0乃‘ち炉乃βサカキカズラ K－＋，肋∫JαJCんダ〃αVar．点〟r〟 オ   

キナワサルトリイバラ K－＋．  

調査地 Fundorte：Lfd．Nr．1，2，4：FluL3Nakama仲間川，3‥Funaura船浦．   
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Tab．4 サガリ／ミナ群集 Barringtonietum racemosae  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

Lfd．Nr．：  

Feld．Nr∴  

1   

S   

16   

3  

5  

10×15   

10  

9（）  

4  

30   

1  

10  

：∃6  

5
 
 

1
 
3
S
4
2
3
7
×
1
1
9
0
4
3
0
0
・
7
5
4
6
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
 

1
 
 

5
 
 

1
 
 

2
 
S
 
8
 
3
 
5
 
×
 
8
 
9
0
 
3
 
3
0
 
1
 
1
5
 
2
2
 
 

0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Baumschicht（m）：  

Deckung d．Baumschicht（％）：  

H6he d．Strauchsehicht（m）：  

Deckung d．Strauchschicht（％）：  

H6he d．Krautschicht（m）：  

Deckung d．Krautschicht（％）：  

Artenzahl：  

調 査 月 日  

調 査 面 積  

高木層の高さ  

高木層植被率  

低木層の高さ  

低木層植被率  

草本層の高さ  

草本層植被率  

出 現 種 数  

Kenn－ und Trennarten d．Ass．：   群集標徴種および区分種   

サガリバナ  

ミフクラギ  

ハブカズラ   

ヤンノミルミョウガ  

その他の種   

ポチョウジ  

タブノキ   

アワダソ  

イヌビワ  

几げブイ／世〆り／J高J・‘汀ノ〃Jり∫‘J  

αr∂gr（＝7ブα7暗みα∫  

ガ／，／／り・（リ／川J川J♪／ノ仙山′川   

▲1川／∫（、／…〆り卜／－‘一‘、／J／／侶m心  

Sonstige Arten：  

B
 
K
 
B
 
S
 
K
I
K
 
 

S
 
 

●  

4
＋
 

4
・
 

l
 

4
 
2
 
1
 
 

●
 
 
 
 
0
 
 
 
 
0
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
4
 
＋
 
1
 
 

・ 5
 5

∵
．
竺
十
…
∵
＋
∵
＋
・
ワ
T
‥
＋
六
＋
∵
＋
＋
 
 

ハ．＼・‘ゾ…／ノイ‘＝て一／り－‘J  

fもr∫gαfゐ〟乃∂g7官ヱZ  

▲1ん／／‘、り♪‘，什／♪／リ・／／‘J  

」朽cz（∫βれヲごね  

0∫ブナJ‘川J／…∫／／＝′Ⅴ／／＝JJJ∫  

爪・‘，．＼・（イ爪木‘りiげ／J…∫‘川‘J  

ノ〃（′坤．＼ソ…／／J‘両J／′仙  

∫／扇／‘J．†、（、カノ／J‘J＼・こIr．AJ／／－ノ／  

ふ恒伊肌＝再呼／リ〟‘J  

Ar（滋∫Jα∫よg∂oJ（ガ∠  

J）／0∫ハリて′∫／J〃〃・J・／∫／‘〃＝  

77れイJノー〆げ／＝′‾／ノ）／い・ル  

．和αggJJαrfαわ7成cα  

」打c〟∫占g乃g〟f≠g乃∫f∫  

βgrrf∫打的Jfαね  

貧）乃gα∽fα〆乃乃αね  

71・‘汀／J（イり∫♪‘γ〃川川／JJJム／J′川∫‘・  

▲1や／‘ソJ／J＝〃／J／‘ん∫  

S  

K  

B・K  

S  

K  

S  

2・2   1・2  

＋
＋
＋
＋
＋
＋
二
＋
土
1
・
1
＋
＋
 
 

土
用
 
 リュウキュウモクセイ  S  

ツルアダン  B・S  

K  

リュウキュウガキ  S  

オキナワサルトリイノベラ  S・Ⅹ  

2
 
 ・

 
＋
 
 

l
 
 
 

フカノキ  

モクタチバナ  

トキワガキ  

コウモリシダ  

トウゾルモドキ  

ハルランイヌビワ  

シイノキカズラ  

B・S  

S  

S  

K  

K  

S  

B  

K  

S  

＋・2  

＋・2  

＋   

＋・2  

＋  

クロヨナ  ＋  ＋   

＋    ＋  
＋  2・3  

・   ＋・2  

リュウキュウテイカカズラ S・K  

シマオオタニワタリ  S  

K  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．Nr．1：Excoecaria agallocha シマシラキ B－2・1，S12ygium   

ぬ頑声払㈹アデク B－1・1，月ゐ〟∫∫〟CCg（あ7Zピαハゼノキ B－＋，〟ピ∬J∠〟点∠〟ピ刀∫∠∫リュウキュウモチノキ S   

－＋・2，E／αOCα隼〟∫ノ（ゆ0乃fc〟∫コバンモチ S－＋，め′7ゆJoco∫♪αfe乃∫アオノミノキ S－＋，Ar（方∫fαrrg〃〟ね   

マンリョウ S一＋，β∠∫fツアf〟7〝r（打g椚0∫〟∽イスノキ S－＋，旦y〝ゆ／oco∫gJα‡JCα ミミズノミイ S－＋，エα∫fα乃－   

fん〟∫Cツα乃OCα7や〟∫タイワンルリミノキ S－＋，わgo成〟7花ノ頑）0乃fc〟∽f．g／0乃卯f〟〝乙ナガバカニクサK－＋，   

エα∫fα乃fん〝∫0∂J五官〟わ7grγf〟∫オオバルリミノキK－＋，Ar‘ガ∫fα♪〟∫f／JαツルコウジK－＋，C由一〟∫d妙rg∫∫α   
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ヒラミレモンK－＋，Aゆf乃fαf乃′g”花β成αアオノクマタケランK－＋，」汚〟0車Or〟77＝0∂frαトベラ K－＋，  

Ile．r maximowiczianaナガバイヌツゲ K－＋，in2：Ihritieralittoralisサキシマスオウ B－1・1，S－1・1，   

G（‡7・Cf乃ん＝！JみビアJゆ～ゴビαフクギ S－＋，f茄∂f∫C〝∫′f′fαCg〟∫オオハマボウ S－1・2，爪r〟∫∫¢′fcαオオ／ミイヌ   

ビワ S－＋，Jhdsuraj（ゆOnicaビナンカズラ S－＋，FYcus a”4）elasホソバムクイヌビワ S－＋，K－＋，   

βαJ∂β／官∠αCα乃滋乃α′e乃∫∠∫ヒルギカズラ S一＋，Cん／or‘Z乃〟1〟∫gJα占grセンリョウ S－＋・2，A刀′f滋∫mαクg7ト   

tanあーum var．barbatum コウトウヤマヒハツ S－＋，in3：P7cus superba var．jqt，Onicaアコウ B－＋，   

F7cus microca71aガジュマルB，＋，S）zygiumjambosフトモモノキ B－＋，Srl・1，Clematisgratavar．   

り〟点プ〟g乃∫よ∫リュウキュウボタンゾル B－＋，GJocん五戒0乃ヱβ〆α乃fcα∽Var．わ∽e〃わ∫〟〝ヱケカソコノキ B一   

＋，翫mnaco7Tmbosavar．obtus拘Iiaタイワンウオクサギ S一＋，f妙erka（たuraフウトウカズラS，＋，   

茄耽＝南都加ハマイヌビワ S－＋，ル払JJo紬∫クα乃fc〟Jαf〟∫ウラジロアカメガシワ S－＋，Acff”0‘真砂ん”e   

わ乃g的Jfαバリバリノキ S－＋，ぶf¢んα乃fαノ（ゆ0乃fcαハスノハカズラ S－＋，EJαgαg7‡〟∫fん〟乃∂g曙∫fタイ   

ワンアキグミ S－＋，蕗r∫βαノ（ゆ0乃∫cα ホソノミタブ  S－＋， 乃呼f乃よαggr7‡dfα ショウベンノキ S－＋，   

物ゐroJ¢∫∫∂f∫grrαね ホウビカソジュ S－＋・2，Gαr‘克乃fαノα∫∽わ70f鹿∫f．grα乃‘りわrαクチナシ S－＋，   

fもど（ゐrfα∫Cα乃滋乃∫Var．mαわ・gfへクソカズラ S－＋，＆‡広〟rαノ‘ゆ0刀子rαビナンカズラ K－＋，Aわ7∫／fαgα   

7才子αCrOC／′′宣言威of滋∫Var．0ゑf乃αひど乃∫f∫オキナワティショウソウ K－＋，尺んッ乃C加′ピCん〟∽成∫COわrヤマビワ   

ソウ K－＋・2，Afんッrf〟∽ノ‘ゆ0乃fc〟77ヱシケシダK－＋，Aわcα∫fα椚αCrOrrんfzαクワズイモ K－＋，A砂f乃fα  

jbrmosanaクマタケラソKL＋，釣一axinusgr拶thiiシマトネリコ K－＋，Stegnogrammapo3”issp．  

J7iOJ／～∫∫夏用α ミゾシダK－＋，A車Jg乃f〟∽乃Or〝ヱαJβヌリトラノオK－＋・2，月oJみfff∫Jαエわでfオc〟J〟ねオオオ   

キナワキジノオ K－＋，fウβr∠∫∫β〝ヱゆ∠乃乃αねオオアマクサシダK－＋．  

調査地 Fundort：Am FluL3Nakama仲間川流域．  

Tab．5 シマシラキ群落 且rcoecaria agallocha－Gesellschaft  

a：Untereinheit von Bruguie7・agツmnOrrhi3＝a オヒルギ下位群落  

b：Untereinheit von Hibiscus tiliaceus オオハマボウ下位群落  

号
号
号
 
 
 

記
番
番
 
 

落
し
査
 
 

群
通
調
 
 

Spalte：  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．∧ufn．：  

6
 
 

3
 
S
 
6
 
8
2
 
3
 
5
 
×
 
6
 
8
0
 
2
 
1
5
 
4
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5
 
 

5
 
 

2
 
Z
一
7
3
 
1
1
 
3
 
×
 
4
 
8
〇
一
一
3
 
 

1
 
 

7
 
 

1
F
1
4
8
2
3
5
×
5
8
0
0
・
5
1
0
5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7
 
 

5
F
1
9
3
，
8
2
3
1
0
 
 
 

4
 
S
 
3
 
8
2
 
3
 
4
 
 

調査年月 日  

調 査 面 積  

低木層の高さ  

低木層植被率  

草本層の高さ  

草本層植被率  

出 現 種 数  

Gr6Be d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Strauchschicht（m）：  

Deckung d．Strauchschicht（％）：  

H6he d．Krautschicht（m）：  

Deckung d．Krautschicht（％）：  

Artenzahl：  

Trennart d．Gesellsch．：   群落区分種   

シマシラキ  

下位群落区分種   

オヒルギ   

オオハマボウ  

EェcogcαrfααgαJJocゐα  

Trennarten d．Untereinheiten：  

S  

K  

S・K  

S  

5・4  4・4  4・4  4・4  4・3   

・   ・  1・2  ・   ・  

こ＋・2 2・2： ・   ・   ・   

・   ・  ∃2・2  2・2 ＋・2  

． ．j＋ ．1．2j  

β‖JgJJんリー‘Jど．I刑′…′‾′イJ／ご‘～  

〃／吊∫‘、JJ∫J／／／‘汀lⅥ∫  

（’‘J仙J／声／J／‘J‖イ∫J‘J  ナンテンカズラ  S  

出現1回の種 AuL3erdemjeeinmalinLfd．Nr．1‥αadiumchinenseヒトモトススキK－2・2，aerOdbnd［on   

よ乃er7乃βイボタクサギK－1・2，β〟みg瑠よαCα花成乃αfe乃∫よ∫ヒルギカズラ S－1・2，in2：励∫〟γよ〟∽♪0抽‘Jα－   

castrum ミルスベリヒユ S－＋・2，in3：釣・eyCinetiajbrmosanaツルアダン S－＋・2，in4‥Rhiヱqt）hora   

∫砂Jo∫αオオノミヒルギK－1・2，Aてノよce乃乃よα∽αr古刀αヒルギダマシK－＋，in5‥βgrrf∫fr吏わJfαねシイノキ   

カズラ S－＋・2，K－＋，Rmgamiapinnataクロヨナ S－＋，Wikstroemia retusa アオガンピ S－2・2，   

艮ゆんor‘＝0〝柁乃ね∫αイソフジ S－1・1，Cわ力仏間1朋滋妨わ払椚Var．ノ‘尋わ乃よc〝∽ハマオモト K－＋・2・  

調査地 Fundorte：Lfd．Nr．1，2，3，5‥FluL3Nakama仲間川，4‥Funaura船浦・   
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口域でほきわめて単純な群落環を有し，オオバヒル  

ギ，オヒルギ，マヤプシキなどの倒木跡地にほ直接同  

種が発芽，生長し森林を復元する。しかし，内湾部あ  

るいほ中流部では塩分濃度の低下，潮汐較差の減少も  

あって遷移段階に応じた異なる群落の生育が多くみら  

れる。シマシラキ群落もそのひとつで，河口中部でオ  

ヒルギやオオ／ミヒルギの倒木跡地に代償的二次林を形  

成する。土壌は流水によって運搬された泥貿土から砂  

賀土までみられ湿潤である。やや下流域の塩分濃度の  

高い泥賀立地にはオヒルギ下位群落が生育し，中流か  

らやや上流部にかけて砂質土上にオオハマボウ下位群  

落が生育する。   

動態：西表島では二次的に生育することが多い。群  

落の持続期間は長く，小面積でシマシラキの優占する  

亜高木林を形成する。   

分布：与那国島，西表島に分布の報告がある。東南  

アジアのマングローブ林域にもシマシラキの優占する  

類縁の群落が発達している。   

6）アダン群集（Tab．6）  

Pandanetum tectoriiMiyawaki  

et al．1974   

形態：アダンを標徴種とする低木群落。植生高は  

1．2～4mで70％以上の植被率を占め，アダンが優占す  

る。他にオオハマボウ，オヒルギ，クロヨナなどが伴  

生するが被度は′J、さい。草本層の発達ほ悪く，アダン  

の椎樹，シイノキカズラ，イボタクサギなどがわずか  

にみられる。。アダン群集ほヒトモトススキで区分さ  

れるヒトモトススキ亜群集，シイノキカズラ，イボタ  

クサギで区分されるシイノキカズラ亜群集，シマシラ  

キで区分されるシマシラキ亜群集，テッポウユリ，コ  

ミノクロツグ，シマハチジョウシダ，オニヤプソテ  

ツ，アカテツで区分されるアカテツ亜群集に下位区分  

される。   

生態：マングローブ林後背地の沖積土からなる平坦  

部と八重山爽炭層の砂岩頁岩からなる丘陵の隣接部で  

マングローブ林域内陸側の外周にあたる立地に多い。  

植生的にはサキシマスオウノキ群集，ケナガェサカキ  

ースダジイ群集とオオバヒルギ，オヒルギの優占する  

マングロ←ブ林にはさまれた立地に発達している。ま  

た仲間川中流域でほ河川堆積物による高位の平坦部に  

広く発達している。これらの植分ほシイノキカズラ亜  

群集にまとめられている。仲間川中流域西側の内湾部  

奥には比較的広い面積で伐採跡地がみられ，ヒトモト  

ススキ群集が生育しているが，遷移の進行した立地で  

はアダン群集ヒトモトススキ亜群集が生育域を拡げて  

いる。アダン群集はマングローブ林域でもきわめて冠  

水頻度の少ない立地に多い。もっとも湿潤な立地に生  

育する植分がシマシラキ亜群集にまとめられている。  

マングローブ林域以外でほ隆起サンゴ礁上などにアカ  

テツ亜群集がアカテツーハマビワ群集に隣接して生育  

している。   

動態：アダン群集はクロミノオキナワスズメウリー  

オオハマボウ群集と同様に植生復元途上に先駆的に出  

現するほか，流水辺あるいは沿海部で林縁持続群落と  

して発達している。   

分布‥西南諸島ほか。   

7）クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群  
集（Tab．7）  

Melothrio－IIibiscetum tiliacei  

MiyawakietⅨ．Suヱuki1976   

形態：オオハマボウと今回の植生調査に出現しなか  

ったクロミノオキナワスズメウリを標徴種および区分  

種とする低木群落。植生高は3～7mで80～100％の  

高い植被率を占め，オオハマボウが優占する。アダン  

の混生することが多く，他にもシイノキカズラ，ナン  

テンカズラ，イボタクサギなどのつる，半つる植物の  

常在度が高い。オオハマボウは這うように幹をのば  

し，多くの斜上する分枝によって密な樹冠を形成して  

いる。草本層の発達ほ悪くオオハマボウやアダンの椎  

樹やキダチハマグルマなどがわずかにみられるにすぎ  

ない。クロミノオキナワスズメウリーオオハマポウ群  

集は典型亜群集とクサトベラ亜群集に下位区分されて  

いる。   

生態‥仲間川や浦内川河口中部のマングロ←ブ林後  

背地に多い。とくに蛇行して流れる流水辺の突出部に  

帯状に発達している。これは突出部にほ砂土が3～5  

mの幅で堆積しており，しかも湿潤で冠水しやすい立  

地となっているためである。またクロミノオキナワス  

ズメウリーオオハマボウ群集は沿海部の砂丘上に生育  

することも多くクサトベラ亜群集として区分されてい  

る。立地は湿潤で砂質土であることは典型亜群集と類  

似している。クサトベラ東群集はヤエヤマカモノハシ  

ーハマオモト群落，ハマウド群落あるいは人為的影響  

の強いキダチハマグルマ群集の後背地に発達してい  

る。これに対し典型亜群集はシチトウイ群落が流水側  

に隣接することもあるが，多くの植分は直接流水辺に  

接し，後背地でサガリバナ群集やアダン群集などに隣  

接している。   

動態＝河口中部のマングロ←ブ林後背地では復元途  

上の植生として生育することもあるが，多くは流水辺  

の持続群落である。沿海部でほ流水のかわりに風衝の  

影響を強く受けている。   

分布：沖縄本島，西表島など。熱帯に属する東南ア  

ジアのマングローブ林域周辺にほオオハマボウの優占   
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Tab・7クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集 Melothrio－Hibiscetum tiliacei  

a‥Typische Subass．典型亜群集  

b‥Subass．von Scaevola sericeaクサトベラ亜群集  

Spalte：  

Lfd．Nr∴  

Feld・Nr・：  

Datum d．A11fn．（1982）：  

Gr6【3e d．Probe舶che（mxm）：  

H6he d．Baumschieht（m）：  

Deckung d．Baumschicht（％）：  

H6he d．Strauchschicht（m）：  

Deckung d．Strauchschicht（％）：  

H6he d．Krautschicht（m）：  

Deekung d．Krautschich（％）：  

Artenzahl：  

号
号
号
 
 

記
者
番
 
 

落
し
査
 
 

群
通
調
 
 

a  l  b  

4   7  6
 
 

1
1
 
S
5
6
 
3
 
8
 
×
 
3
 
9
5
一
一
1
 
5
 
8
 
 

6
 

1
0
F
1
0
3
8
”
6
0
0
3
2
0
1
1
0
1
1
 
 

1  2   3   4   5   6   7   8   9   

S S F S F F F S F  

41  43  53  5   4  55 113  72 104   

3   3   3   3   3   3   3   3   3   

7   7   7   4   4   7   9   9   8  

8×8 5×107×8 4×610×105×7 4×6 7×128×8   

5   5   5   6   6   7   4   6   5  

100  95  鋤  餅） 餌） 餅） 餅） 85  餌）  
－  －  2  －  2   3   －   4   2  

－  －   40  －   5  20  －   30  15  

－  －   1  2  0．5 1．2 1．2  1  0．5  

－  －  10 15  1  30  40 10 15   

4   4   4   3   7   9   7   9  12  

調 査 月 日  

調 査 面 積  

高木層の高さ  

高木層植被率  

低木層の高さ  

低木層植被率  

草本層の高さ  

草本層植被率  

出 現 種 数  

Kenn・u．Trennarten d．Ass．：  群集標徴種および区分種   

〃f∂f∬〟∫′〟idre〟∫  オオハマボウ  B  

S・K  

Trennarten d．Subass．：  亜群集区分種   

〃ビ”ld〃広丘50〃07－〃  ハスノノ、ギリ  B●S   

Crf′川′ル‘ぴん払k〟刑Var．ノ（少〃fr〟′′i ハマオキト  K   

鹿αgt・OJd∫grfr♂α  クサトベラ  B・S  

K  

Arten d．h6heren Einheiten：  上級単位の種  

＋ ＋・2  ＋  ・  ・  

●   ●   ＋   ●  2・  

几〃（ね〃IJ∫0‘あrα′f∫∫∫椚〟∫  アダン  B・S  

K  

mgゆe∫Jα♪（ゆ〟ん王gα  サキシマハマボウ  B  

＋   ●   ●  2・2  ・ 1・2  2・2  

・  2・1 3・3 ＋・2  ・      ・  

●   2・2  ・  

Sonstige Arten．：   

CJero（友〃あ乃J〃gr〝～g  

加r／イ∫f′‾所在血  

（bg5dゆ川gαr／・J5′α   

ぶ‘∫‘ん什‘JJ‘J♪0〃J“  

Cb／・占g′‾d…α乃gんd∫   

βr〟gJJJビJ一αgツ／J‡〃Orrん～ヱα  

fも／唱α肌∫α〆Jl〃α′α   

1Jlイん・－中・／′小町ル   

Ilち滋JJα∂ゆ′‘d  

その他の種   

イボタクサギ  

シイノキカズラ  

●  1・2  ・      ＋  

1・2 ＋・2 ＋・2  ・ 1・2   

●  

1・1  

・ ＋・2 ＋・2  ・  

・ 十・2  ・       ●  

1・1  

・
 
●
 
＋
 
＋
 
・
・
・
・
・
・
・
 
 
 

・
1
・
2
＋
・
づ
∩
㌧
・
＋
丁
＋
・
 
 
 
 
 
 
 
 
＋
 
＋
 
 

＋・2  

1
 
2
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

l
 
1
 
 

1
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
2
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
l
 
 

ナンテンカズラ    B・S  

ビナンカズラ  B・S  

K  

ミフクラギ  B・S  

オヒルギ  B  

K  

クPヨナ  B  

S  

アワダソ  B  

S・K  

キダチハマダルマ  K  

2 
2
 
2
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

2
 
＋
 
 

●
2
●
 
 ●

 
＋
 
●
 
 

l
 
・
＋
l
・
＋
・
・
1
＋
・
 
l
 
 
 

・
＋
丁
・
1
・
1
・
・
・
・
 
 

ウ
】
 
●
 
 
●
 
 
●
 
 
●
 
 
●
 
 
●
 
 
●
 
 
●
 
 
●
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
l
 
 

●
・
1
 
＋
 
●
 
●
 
●
 
l
 
 

．
．
．
一
．
 
＋
 
 

・
・
 
・
・
＋
丁
 
 

＋  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．Nr．3：DalbeT官iaca7Z滋natensisヒルギカズラ S，＋・2，in 5：BarrilZgLoniaracemosaサガリ／ミナ   

B－＋，Leguminosae sp．－7メ科の一種．B－＋，in7＝車0，nOeaPe5．C‘4＞raeダンパイヒルガオK－1・2，nCuS5ePlicaオオ／ミイヌビワS－＋，Ca71a－   

γ〟J〟J∫〃gα′αハマナタマメ K－＋，in8：Coro∫乃ば一昨mココヤシS－2・2，ふ¢鳥α〃iαノ郎0〃∫cαハスノハカズラK－＋，風脚此血石前払トウ   

ゾルモドキB－＋，in9‥車0′JZ〃gαgr‘打／Jよ∫ソコペニヒルガオK一＋，qクJf∫仇g乃〟5rOナノゆ0∫血∫ユダウチチヂミザサK－1・2，αJ′i5占0〃～〃ど刀∫∫∫ク   

ワノハエノキK一＋，Aわrd∫ね∽αrOrrゐfヱ〃クワズイモK－十，inlO：Gわr揖成0〃ヱβメ〃乃fr〟刑カキノミカンコノキB－2・1，mわ少Jgrf∫此〟川J′～dfα   

ホシダK一＋，んごんα／JI〟／ル〟太地加間タイワンカモノハシK－＋・2，inll：〃f5rα乃′ん〟5∫f〃で乃∫∫5ススキK－＋・2，苫c〟5′′～わrocα坤dガジュマル   

K－＋．  

調査地 Fundorte：Lfd．Nr．1－6：Flu8Nakama仲間川，7：Hoshidate干立，8：FluBUrauchi浦内川，9：Taketomi－Cho竹富町，10：Funaura   

船浦，11：FluB Kuraクーラ川．   
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Fig．2 仲間川流域の蛇行部に生育するクロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集。  

Am FluL3ufer von Nakama w宜chst das Melothrio＿Hibiscetum tiliacei．  

する類縁の植生が分布している。   

8）アカテツⅦハマビワ群集（Tab．8）  

Planchonello－Litseetum  

japonicae M：iyawakiet al．1974   

形態‥海岸断崖部に生育する常緑広葉樹低木林。オ  

キナワシャリンパイ，トベラ，アカテツ，ハマヒサカ  

キ，シバニッケイにより標徴・区分される。群落高は  

3～4mで林冠ほよく密生している。低木層にほ前記  

5種のほかソテツ，スダジイ，クサトベラなどが生育  

している。草本層にはヒゲスゲ，テッポウユリ，スス  

キ，コシダなどがみられる。出現種数ほ15種および19  

種であった。   

生態：生育地ほ断崖上の浅土壌地であって，乾燥し  

やすい。さらに海風による風衝，塩水の飛沫の供給と  

いう特殊な立地に成立している。より海に近い外縁部  

にほイリオモテアザミーテッポウユリ群落や，夙衝の  

弱い産地にはイリオモテトンボソウーコモウセンゴケ  

群落などの岩上岩隙植生に隣接している。また，より  

内陸側ほケナガェサカキースダジイ群集で占められて  

いる。   

上級単位：トベラ，ハマヒサカキなどを標徴種とし  

てトベラ群団，タイミンタチバナースダジイオ←ダ  

ー，ヤブツバキクラスにまとめられる。   

分布：西南諸島の各島の海岸線に沿って比較的良く  

残されている。   

9）モンパノキークサトベラ群集（Tab．9）  

Messerschmidio－Scaevoletum  

taccadae］Miyawakiet K．Suzuki1976   

形態＝クサトベラ，モンパノキ，アオガンピを標徴  

種・区分種とする常緑広葉樹低木林。群落高は1．5  

（0．7）～3m となる。群落階層は明確でない。植分に  

は区分種群のほか，アダン，オオハマボウなどの低木  

類が出現し，草本植物ほ種類，被度ともに少ない。出  

現種数は4～8種，平均7種である。   

生態：生育地には2様あり，風化土の薄い堆積が見  

られる海岸隆起サンゴ礁の′J＼丘上と海岸砂丘の後背地  

である。今回調査された植分の生育地は主に後者であ  

る。隆起サンゴ礁上の植分の隣接群落はハリツルマサ  

キーテンノウメ群集 Mayteno－Osteomele－  

tum anthyllidifoliae Miyawakiet K．  

Suzuki1976の断片的植分あるいはイリオモテアザミ  

Nテッポウユリ群落などである。砂丘地での隣接群落  

ほキダチハマグルマ群集，クロミノオキナワスズメウ  

リーオオハマボウ群集などである。生育地の土壌は浅  

く未発達であるが海洋からの空中湿度の供給により水  

分条件に恵まれている。   

分布：西表島には広い面積の隆起サンゴ礁植生がみ  

られない。そのため隆起サンゴ礁上のモンパノキーク   
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サトベラ群集の生育地は小面積に限られている。むし  オハマボウーアダンクラスの植生に混生あるいは隣接  

ろ海岸砂丘の安定地にクサトベラが普通に見られ，オ  して生育している。  

Tab．8 アカテツーハマビワ群集  

Planchonello－Litseetum japonicae  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

Laufende Nr．：  

Feld－Nr∴  

2
。
3
1
。
M
S
W
4
5
2
3
8
5
0
・
8
3
。
1
9
 
 
 
 
 
 
 
7
 
 

2
F
 
 

4
 
1
F
8
5
3
8
×
N
3
0
3
4
8
5
0
・
5
2
0
1
5
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
6
 
 

Datum d・Aufnahme（1982）：   

Gr6Be d．Probe鮎che（mxm）：  

Exposition：  

調 査 月 日  

調 査 面 積  

方  位  

傾  斜  

海  抜  高  

低木屑の高さ  

低木層植被率  

草本層の高さ  

草本層植被率  

出 現 種 数  

Neigung  

H（うhe軋  

H6he d．  

Deckung  

H6he d．  

Deckung  

（○）：  

Meer（m）：  

Strauchschicht（m）：  

d．Strauchschicht（％）：  

Krautschicht（m）：  

d．Krautschicht（％）：  

Artenzahl：  

Kenn－u・Trerlnarten d・Ass．：   群集標徴種および区分種   

オキナワシャリン／ミイ   

トベラ  

アカチッ   

ハマヒサカキ   

シバニッケイ  

上級単位の標徴種および区分種   

ソテツ   

アコウ   

タイワンウオクサギ   

ヤェヤマコクタン′  

サクララン′   

スダジイ   

モッコク   

モチノキ   

タブノキ  

尺（ゆんfoJ¢）f∫f乃成．∵αVar．わ7∫㍑Jαrf∫  

」打〟0車Or〟〝＝0∂frα  

fy（川【ゾ…／け〃‘J（ノ／，什川山   

九′′二、・‘‥り肘′y／′′‘血   

（、／●／川‘川…／〃〃／／J‘ん．・‘ムリん／／～／／  

Kenn－u．Trennarten d．h6heren Einheiten：  

2
2
 
 

3
 

・
・
・
・
・
 
 

・
＋
・
・
・
・
 
2
 

1
 
 
 

3
 
 

3
 

2
 

・
 

＋
＋
 
 

3
1
 

2
・
2
・
2
＋
3
・
3
・
・
 
 

S
 
S
 
K
 
S
 
S
 
S
 
S
 
S
 
S
 
S
 
K
 
S
 
S
 
S
 
S
 
 

（こ＼1（・‘J∫／－（で（坑JんJ  

烈c〟∫∫乙ゆer∂αVar．ノ‘碑0〝～cα  

翫′′乙乃αCOり〝加∫αVar．0如〟∫的J∫α  

βよ0砂ro∫ノ右rrαVar．∂〟エ的／fα  

〃｛・‘J（、‘け／〃肌J  

Gヱ∫ね乃呼∫f∫C〟車f‘あ′αVar．∫∫e占oJゐ  

Ⅵリ‘′～∫け‘九り′′んJ打ソ／川‘川J／J‘リ・‘J  

〃‘，．i、／／砧官用  

丑′・∬‘J／／川／～／，‘，′甘／J  

2・2  

1・1   

1・1   

＋  

出現1回の種（随伴種）AuL3erdem je einmal（Begleiter）in Lfd．Nr．1‥Sbae・UOla se7‾iceaクサトベラ S   

－2・2，Or〝‡OCα坤〟∽COCんf乃llん∠乃g乃∫gハマセンナ S－1・1，〃fみf∫C㍑＝よJ∠〟g〟∫オオハマボウ S－1・1，C〟7‾βJ   

oαん〟β乃∫∠∫Var．rOろ〟∫gαヒゲスゲK－2・2，エ∠／よ〟∽Jo乃g坤フr〟∽テッポウユリ K－＋・2，A乃ggJfcαノ‘尋わ乃～cα   

ハマウドK－＋，βαggJJαrfαf乃ゐαトウゾルモドキK－＋，in2：尺ゐ0ゐ鹿乃あ‾0乃∫∠椚∫fよタイワンヤマツ   

ツジS－1・2，〟f∫Cα乃fん〟∫∫∫乃g乃∫オ∫ススキ K－2・2，βJcrα〃坤gピr∠∫成cん0わ′乃α コシダK－2・2，上）f〟乃ピJ／α   

β乃∫拘JfαキキョウランK－＋，助乃ゐ乃〟∫0ゐrα′f∫∫わ′は∫アダンK－＋，即んg乃0′′7g′一∠∫∂押rαハマホラシノ   

ブK－＋，5hertiatashiroiへッカリソドゥKq＋，乃eridium aquilinumvar・latiusculumワラビK－＋，   

凸ッcんogrfα∫〝やe〃∫シラタマカズラK－＋，f克～ビrO∫〝エよJαユノ呼0乃ゴビαカラスキノミサンキライ K－＋，励Jfゐgo   

γ‡7官α－α〝rgαVar．α∫∠α≠fcαアキノキリンソウ K－＋・  

調査地 Fundort：Shirahama白浜．   



105  

Tab．9 モソパノキークサトベラ群集（1）およびハイシバー イソフジ群落（2）  

Messerschmidio－Scaevoletum taccadae（1）  
u．L申turus71少ens－Sqt）ho7utOn）entOSa－Gesellschaft（2）  

Spalte：  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：   

Gr6βe d．Probe鮎che（mxm）：  

Exposition：  

Neigung（0）：  

H6he d．Strauchschicht（m）：  

Deckung d・Strauchschicht（％）：  

H6he d．Krautschicht（m）：  

Deckung d．Krautschicht（％）‥  

Artenzahl：  

号
号
号
 
 
 

記
番
番
 
 
 

落
し
査
 
 
 

群
通
調
 
 

8
 
 

3
 
 

3
 
S
 
1
 
3
 
9
 
×
 
 

1
 
 

4
 
 
 

6
 
 

2
 
S
 
7
1
 
3
 
8
 
×
 
 

3
 
 

バ
 
 

6
 

1
F
7
3
1
0
 
×
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
3
 
 

4   5  

F F  

89  198  

3   3  

8  10  

調 査 月 日  

調 査 面 積  

方  位  

傾  斜  

低木層の高さ  

低木層植被率  

草本層の高さ  

草本層植被率  

出 現 種 数  

4
 

1
3
9
0
0
・
1
0
7
 

L
一
一
2
 
8
0
 
4
 
 

Kenn・u．Trennarten d．Ass：   群集標徴種および区分種   

クサトベラ  S・K   

オオハマボウ  S・K   

モソパノキ  K   

アオガンピ  S  

5ヒ（把UOJα∫grたどα  

Jナナ／江甘〃∫J／／／‘J汀JJ∫  

1ム，∫J‘リ●∫（・／り〃／‘ムー‘J‘〃㍗川／‘，‘J   

ll’J●ム∫けり‘リ／J高 圧JJJ∫‘J  

Trennarten d．Gesellschaft：   群落区分種   

イソフジ   

ハイシノミ  

随伴種   

アダン   

∫り／）／J（爪～／り／肝〃J〃烏J  

JノりイJJ‖J＝・‘中ソJ∫  

Begleiter：  

S
 
K
 
S
 
K
 
K
 
K
 
K
 
K
 
K
 
 

ヱも乃ゐ乃㍑∫0（永）㌻（‡fよ∫∫わ花〟∫  

2
 

＋
l
・
＋
 
 

l
 
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 

l
 
 

●  

2
 
 

2
 
 

車07花Ogα♪g∫－C呼rαピ  

（’′■′－′…′′‥JJ高／′、川川、▼ar．ノ【∫♪り′＝一川川  

（、／／・∫／JJ〃J／げ‘トこ心‘川／l，＼▼こ1r．／ノ－／り／J…J‘Ⅵ∫．・   

Ⅵ々滋Jよα∂押r（Z   

7ツ川‘げ（－‘JJ／Jて・りJJJ抽  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．  

・   ・ ＋・2  

1・2  ・  ＋  

＋・2  ・  ＋  

1・2  ・ ＋・2   

●  ＋・2  2・3  

グソノミイヒルガオ  

ハマオキト  

イリオモテアザミ  

キダチハマブルマ  

クロイワザサ  

Nr．1：〔プピrO（お〃d－0／エ∫〃ピJ・／／～g イボタクサキ K－＋・2，in2：   

ヱも〃gα∽fα〆乃乃αねクロヨナS－2・2，K－＋・2，車0′′彫αgrα払ソコペニヒルガオS－＋，K一＋・2，几九′‾よ乃ゐ   

citrifbliaヤエヤマアオキK－＋，in3：Ca71aValialineataノ、マナタマメK－＋，in4：nttO4）OrumtObira  

トベラ S－1・1，勇旬gg乃〟∫成vgr∫的JfαハリツルマサキK－2・3，βgα〃gJ／αg〝∫拘／∠αキキョウランK－2・2，   

Liliumlong押rumテッポウユリ K－1・2，〔這re．roahuensisヒゲスゲK－＋・2，in5‥Cassythajilifbrmi5   

スナゾル S－＋・2，K－1・2，たどJ∫∫鹿占fJf∫ジシバリ K－1・2，A7聯J∫cαノ‘¢0乃ゴビαハマウドK－1・1，エαCf〟rα   

f乃成cαアキノノゲシ K－＋，yO〟7曙fαノ（ゆ0乃～cαオニタビラコ K－＋．  

調査地 Fundorte：Lfd．Nr．1，5：Funaura船浦，2：M也ndungdesFluL3Honeraホネラ肛河口，3‥Nakano   

中野，4：Shirahama白浜．  

10）ハイシバーイソフジ群落（Tab．9）  

ムep血r〟g repe朋・β叩鳥orαfo〝le乃fo8α・  

Gesellschaft   

形態：イソフジ，ハイシバによって区分される海岸  

低木林。群落高は1．7mで低木層にはイソフジが優占  

するほかクサトベラも混生している。草本層にはハイ  

シバ， クロイワザサ，グンバイヒルガオなど砂丘地の  

多年生草本植物が高い被度で生育している。出現種数  

は14種である。   

生態：船浦のハイシバーイソフジ群落は内湾に面し  

た砂泥土上に生育している。前面部に生育するミルス  

ベリヒユ群落の後背部に，帯状の植分を形成してい   
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る。生育地ほ打ちあげられた塵芥が堆積し，やや富養  

化している。   

2．つる一俵木群落  

Lianen・u．Geb鮎chgesellsdはften  

l）ナンテンカズラ群落（Tab．10）  

Caesatpitliaぐrista・Gese］1schaft   

形態：半っる低木のナンテンカズラと常緑広葉樹の  

シマシラキで区分される低木群落。シイノキカズラを  

常在的に伴い，90％の密な植被を形成する。多くの場  

合，シマシラキを支持体として，ナンテンカズラ，シ  

イノキカズラなどのつる植物がからみついて生育して  

いる。   

生態：汽水域から淡水域まで，とくに後背マングロ  

ーブ林地のサガリバナ群集やサキシマスオウノキ林の  

林綾部に多くみられる。土壌は母材である砂岩の風化  

土から河川によって運ばれた沖積土まであり，増水に  

よる冠水の頻度は少ない。   

動態‥先駆的に破壊跡地に生育するほか流水域の林  

線部に持続群落として発達する。   

上級単位：シイノキカズラなどとともにまとめられ  

る熱帯系の林縁低木群落である。   

分布：仲間川，浦内川。ナンテンカズラの優占する  

類縁の群落は熱帯に広く分布する。   

2）イボタクサギ群落（Tab．10）  

CJerode几dro花王〝er〝le・Gesellschaft   

形態：優占するイボタクサギ1種で区分される半つ  

る性低木群落である。平均出現種数ほ5種でシイノキ  

カズラの常在度が高く，他にもイリオモテシャミセン  

ゾル，コソロソカ，コハスノハカズラなどつる植物を  

伴生することもある。   

生態：マングローブ林の破壊跡地や後背地にあたる  

上流部の′J＼流水辺に林縁群落として生育する。立地は  

やや高位で冠水頻度の少ない砂土が多い。ヒルギカズ  

ラ群落よりも富栄養立地で群落の持続性が高い。隣接  

群落にはアダン群集，クロミノオキナワスズメウリー  

オオハマボウ群集，ヒルギカズラ群落などがみられ  

る。   

動態：マングロ【ブ林域の先駆性低木群落として発  

達する動態的要因の強い植生で，アダン群集やシマシ  

ラキ群落に遷移していく。   

上級単位：ヒルギカズラ群落と同じ上級単位にまと  

められる熱帯性の植生である。   

分布：仲間川，船浦，ホネラ川，干立，クーラ川の  

マングロ←ブ林域に多く，熱帯に類縁の植生が分布す  

る。  

Fig．3 仲間川中流域の最前列にはシチトウイ群落，後方はナンテンカズラ群落。  

GanzVorne wachst die CbQerus monqt）hyllus－Gesellschaft，und Hinten sieht man die  

Caes‘郎inia crista－Gesellschaft am FluL3ufer von Nakama．   
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3）ヒルギカズラ群落（Tab．10）  

βαJあerがα00脚加剛直徽流・Gesellschaft   

形態：優占するヒルギカズラ1種で区分される常緑  

つる植物群落。群落構成は単純で1層からなり平均出  

現種数ほ2．5種である。   

生態：マングロ′－ブ林域で樹冠の疎開した倒木跡地  

に生育し，とくにカニ山など徴地形的な凸状地に発達  

する。土壌は流水によって運搬された砂土が多く，塩  

分濃度は高いが，栄養塩類は少なく真義である。   

動態：オヒルギ，オオバヒルギなどマングローブ構  

成樹種が伐採されたあとの，光条件の有利な立地に先  

駆相として発達する。   

上級単位：東南アジアのマングローブ林域にもヒル  

ギカズラの優占する植分が多く，シイノキカズラ，イ  

ボタクサギなどとともに共通の植物群落にまとめられ  

る。   

分布：仲間川，浦内川流域に分布し，類縁の群落は  

東南アジアのマングローブ林域にみられる。   

4）ゴムカズラーノアサガオ群落（Tab．11）  

gc如きα乃fんerα肌用鮎・ね朋削側＝紺M祓M血  

－Gesellseha無   

形態：ゴムカズラ，オキナワスズメウリ，オオハマ  

ボウを区分種とする海浜生のつる植物群落。区分種群  

のほか，ノアサガオ，ナガバカニクサ，カラムシなど  

計8種により構成されている。   

生態：海岸部は森林が開放景観域と接し，さらに海  

洋からの空中湿度が供給される。そのためマント群落  

の生育中JL、地のひとつとなっている。ゴムカズラーノ  

アサガオ群落は適潤な，海岸断崖の崖錐部に根を張  

り，アカテツーハマビワ群集の林縁マント群落として  

配分している。   

5）タイワンクズーノアサガオ群落（Tab・11）  

P〟erαrね椚OJlね〃α・わ0〝10eααC〟mi几αね  

－Gese11schaft   

形態：タイワンクズ，ツボクサ，タイワンヒヨドリ  

／ミナモドキによって区分される地被性っる植物群落。  

優占種であるノアサガオ，タイワンクズはつるを地上  

にはふくさせ，地表を被う。植生高は1mで全植被率  

ほ80％以上となる。構成種は前記区分種群のほかナガ  

／ミハマアズキ，ノ、カマカズラ，フヨウなどである。出  

現種は10種および24種である。   

生態：タイワンクズーノアサガオ群落の生育地ほ道  

路法面や森林伐採地などの，人為的撹乱によって急激  

に裸地化された土地である。立地はやや乾性な陽地  

で，植分は面的に広がっている。本土各地に普通なク  

ズの優占群落と相観，生態的に近い。   

動態‥タイワンクズーノアサガオ群落の周囲にほヤ  

ン㌧ベルアカメガシワやハゼノキなどのヤン／ミルアカメ  

Fig・4 マングローブ林破壊跡地に生育するヒルギカズラ群落。  

Die；Dalbe7￥iacan＆naten5is－Gesellschaft kommt als das sekundare Gebtisch  

im Mangrove－Forst vor．   
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Tab．11林縁マント群落 Mantelgesellschaften  

l：St4）haniaj‘卯nica var．australis－Lygocku7n micr呼hyllum－Gesellschaft  

コ／ミノハスノ／、カズラーイリオモテシャミセソゾル群落  

2：Ecめ・Santhera utili5－h）omoeaacuminata－Gesellschaft ゴムカズラ，ノアサガオ群落  

3：nLe7－aria montana一身on）Oea aCuminata－Gesellschaft タイワンクズーノアサガオ群落  

4：Rubus7→OSaゆIius ssp．ulaJimo祝′i‘・一2：ii－Gesellschaftリュウキュウバライチゴ群落  

Spalte：  

Laufende Nr，：  

Feld－Nr∴  

号
号
号
 
 
 

記
番
番
 
 

落
し
査
 
 

群
通
調
 
 

1  1 2  3  1   4  

1   2   3  

F F F  

7  203 115  

3   3   3  

4  10   9  

4
S
 

1
 

S
 

5   6   7   

S F S  

72  48  48   

3   3   3   

8   7   7  

1×10 2×4 1×4  

Datum d．Aufnahme（1982）：調 査 月  口
H
 
 

Gr6L3ed．Probe鮎che（mxm）：調  

Exposition：  方  

Neigung（○）：  憤  

H6he軋Meer（m）：  海  

H6he d．Vegetation（m）： 植  

Decknng d．Vegetation（％）：植  

Artenzahlニ  出  

横
位
斜
高
高
率
数
 
 

0．5×22×3  3
 
 

×
W
4
0
4
0
・
6
7
0
8
 
3
 
 

1
5
0
1
・
5
1
0
0
4
 
 

0
 
 

L
 
5
0
 
3
 
0
 
7
 
 

1
1
 
 
 

一
一
1
 
9
0
 
2
4
 
 

3
 

1
1
0
0
・
6
0
9
 
 
 

L
 
1
0
 
1
 
8
0
 
6
 
 

抜
生
被
 
 

Trennatend．Gese11schaften：群落区分種  

ぶ′¢んα習オαノ‘ゆ0777－cαVar．α〟∫J′Ⅵ／′∫ コバノハスノハカズラ  

エッgo成〟7′～7′lプtr呼ん〆／〟′ノ～  イリオモテシャミセンゾル  

んゆビrαねqy／才′7め‾∠rαVar∴わ錯廃車チガヤ  

3
 
2
 
2
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

2
 
＋
 
1
 
 
 

2
 
．
4
 
2
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

2
 
4
 
＋
 
 

Ec亘y∫α乃∠んビ7‾α〟ffJf∫  

月J・J・刷叶諭／‘J（イ′～Jり・ヾ‘′  

f五占f∫C〟∫ffJfαre〟∫   

凡grαrfα 7乃0乃ね7‡α  

（1リ情イ鳥（高（〟ん、（J  

凡′ノ）‘JJ…イ〃川 

， 

J／／∫lV／け／川．ヾ∫／／J（Ⅵ∫ノ∫  

／く′′／′′ハ′仙′小ノ／川、 
， 

ゴムカズラ  

オキナワスズメウリ  

オオハマボウ   

タイワンクズ  

ツボクサ  

タイワンヒヨドリバナ  

モドキ  

ススキ   

リュウキュウバライチゴ  

Kennarten d．h6heren Einheiten：  

上級単位の標徽種   

砂0別Oeα∬〟〝血αね  ノアサガオ   

エッgo成〟…ノ呼0乃fc〟′7if．該叩卯血朋 ナガバカニクサ  

Begleiter：  随伴種   

β0βんmer∫α乃ゆ0乃0乃よt′gα  カラムシ   

0こrαJよ∫COr77fc〟Jαfαf．g7・βCfα タチカタバミ   

身0∽0βα♪g∫－C‘ゆrαピ  グンバイヒルガオ   

釣・α∬わ1〟∫g7‾榔掃  シマトネリコ  

3
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

2
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

3
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

3
 
 

●  ●  

4
 
2
 
 
 
 
1
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

3
 
＋
 
 
1
 
 

2
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

l
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 

●  

＋
 
 

＋
 
 

り
】
 
2
 
 
 

●
 
 
 
 
 
●
 
 
 
 
 
●
 
 
 
 
 
＿
 
 

1
 
＋
 
 （

ソ
】
 
 
 
 
 
l
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

＋
 
 
 
1
 
 

1・1  

出現1回の種AuL3erdemjeeinmalinLfd．Nr．1：Heioblastuslinea7－isリュウキュウチク2・2，Rフ15gOnum   

cんf乃e乃ぶβVar．fん〟乃みe瑠gα乃㍑椚ツルソノミ＋，挽亘yoff∫斬〟∫αフタバムグラ ＋，in2‥肋∂〟∫クαr・U碑／よ〟∫   

ナワシ／ロイチゴ3・3，Arよ∫わJocんよαJ～〟烏～〟β刀∫f∫リュキュウウマノスズグサ1・1，qノ乃α〃Cん〟′花／g〟烏／〟g乃∫eリュ   

ウキュウガシワ1・1，VfoJαろgゎ〝fc碑JfαVar．0ぁわ〃gO∫αg如αねリュウキュウシロスミレ ＋・2，一輪鹿アズα   

ぐんf乃g乃∫f∫クマノギク ＋，in3：エビ〟Cαりαてノα〃ゴビαヤソバルツルハッカ 十，in4：〃f占f∫C〟5〝ま〟≠αみgJJf∫フ   

ヨウ2・1，Ⅵg7‡αJ〟如Jαナガバハマアズキ2・1，Ⅵ存滋／fαみ坤r‘‡キダチハマグルマ1・2，0一α∫∫OC呼んαJれ7花   

Cr申よ成07（み∫ペニバナボロギク ＋，邦ッ／／α〃才力〟∫〟7‾わーαn厄 コミカンソウ ＋，in5：月α〟ゐわ‡fαノ‘ゆの乃fcαハ   
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カマカズラ2・1，月らαJα7・∠∫α7一〝乃成乃αCビαクサヨシ＋，〔b研∽ピアf乃α句匝∫αシマツユクサ＋，エdC如αf乃成cα   

アキノノゲシ ＋，ムcん〟∽〟∽m〟ffc〟∽ヤエヤマカモノハシ ＋，Cg／ff∫み0乃わーe乃∫f∫クワノハエノキ ＋，   

几払rαrα乃gαね乃αrf〟∫オオバギ＋，βなょねrfααゐre乃滋乃∫メヒシバ＋，E∽fJfα∫0乃CんゆJ∫αウスペニニガ   

ナ＋，肋r〟∫α〟∫∠用／f∫シマグワ ＋，Go乃0∫f曙fαん∫rfαツルマオ＋，身0∽OgαgrαC∫J∠∫ソコペニヒルガ   

オ＋，Ⅵg乃αSp．？ササゲ属の一種？＋，G‡〃α▲ひαJfαCαfんαr如αハマナタマメ ＋，ルわJα乃OJ坤f∫∽〟J一   

極Jα乃ゐ／0∫αヤンパルアカメガシワ ＋，in6：貝）gO乃α”〃ばr〟∽Crわ7f抽…イタチガヤ2・2，yO〟乃g∫αノ‘ゆ0一   

乃gCαオニタビラコ1・1，エビ〟Cαe乃αJα〟COC呼んαJαギンネム ＋・2，ル払J／0′〟∫ノ‘ゆ0乃fc〟∫アカメガシワ ＋・  

調査地Fundorte‥Lfd．Nr．1‥Otomi大富，2，3：Hoshidate干立，4：FluL3Mitara美田良川，5＝M竜n－   

dung desFluB Yutsunユツソ川河口，6，7：FluL3Nakama仲間川・  

に異質で，熱帯を中心に分布する 車0∽Ogα，わ即－  

d五椚，5f¢，んα乃fα，fbgrαrfαなどにより特徴づけられ  

るつる植物群落の一部と考えられる。今後の熱帯地方  

の植物社会学的研究をまって群落体系上の扱いを決定  

したい。   

8）ハマアズキーグンバイヒルガオ群集（Tab．12）  

Vigno－Ipomoetum pes－Caprae  
Miyawakiet K．Suzuki1976   

形態：ハマアズキ，グン㌧バイヒルガオによって標徹  

される海岸砂丘植生。つるを地上にほふくさせた，地  

被性のつる植物により群落が形成されている。植生高  

は10～25cm，全植被率は70～95％である。群集標徴  

種2種のほか，クロイワザサ，スナゾル，ハマダイゲ  

キ，キダチハマグルマなどを混生している。  

出現種は4～8種，平均5種である。   

生態：海風により砂の移動が生じる砂丘不安定地に  

生育している。汀線に近い前線部では裸地に接し，後  

背側ではキダチハマグルマ群集やキンパノキークサト  

ベラ群集に接している。後背側のハマアズキーグンバ  

イヒルガオ群集にほハテルマカズラが高被度で混生  

し，ハテルマカズラ亜群集を形成することがある。   

上級単位‥ハマアズキーグン㌧ベイヒルガオ群集のよ  

うな，グンバイヒルガオによって特徴づけられる熱帯  

生の海岸砂丘植生は，本州などの砂丘地に広く生育す  

るハマボウフウクラスGlehnietealittoralis  

Ohba，Miyawakiet Tx．1973とは種類組成的に異  

質である。むしろ Knappによる Houstonio－  

Ipomoeetea Knapp1957に含められるべきであ  

ろう。今後の熱帯地方の砂丘植生が明らかにされてか  

らの比較が望まれる。   

3．草本植物群落 Wiesen・u．Staudengesell－  

schaften  

l）イリオモテトンボソウーコモウセンゴケ群落  

（Tab．13）  

朗αね花f鳥erαfrわmofe几βね・ヱ）「（ほerα  

叩扉加血血・Gesellschaft   

形態：優占するコモウセンゴケと西表島，台湾に分   

ガシワーウラジロエノキ群集の構成種がみられる。数  

年から10数年で同群集へ遷移するものと考えられる。   

分布：西表島では沿海部の道路建設や開発行為によ  

ってタイワンクズーノアサガオ群落の生育地が序々に  

広がっている。   

6）コバノハスノハカズラーイリオモテシャミセン  

ヅル群落（Tab．11）  

ぶfep九α花ねJαpO乃ieαVar．ααβfrαJi針  

エ〃gOdf〟刑mierqp九〝JJ〟m－Gesellschaft   

形態：コ／ミノハ、スノハカズラ，イリオモテシャミセ  

ンゾル，チガヤによって区分されるつる植物群落。区  

分種群のほかナガバカニクサ，リュウキュウチク，ナ  

ワシロイチゴなどが混生している。出現種ほ6種およ  

び9種である。   

生態：生育地は適潤な半陰地である。沿海部である  

が海風の直接の吹きつけのない立地に成立している。  

マングロ1－ブ林の後背部湿地の周囲などにほぼ自然生  

の植分が配分している。   

7）リュウキュウバライチゴ群落（Tab．11）  

R〟あ址g r（はαe′bJi〟さSSp．肌蹴正m朋涙厄油－  

Gesellsehaft   

形態：リュウキュウバライチゴの優占群落。植生高  

は1．5mおよび3m，全植被率は100％に達する。リュ  

ウキュウバライチゴのほか，タチカタバミ，ノアサガ  

オ，シマトネリコなどが混生している。出現種数は平  

均6種である。   

生態：リュウキュウバライチゴ群落は島の内陸部に  

分布するマント群落である。林道沿いに成立したハド  

ノキーウラジロエノキ群団の植生の林綾部に帯状の植  

分を形成している。立地は半陰地であり，土壌はやや  

乾性である。   

上級単位：リュウキュウバライチゴ群落を含めてこ  

れまで述べられた西表島のマングローブ域を除く各林  

縁マント群落にはノアサガオ，ナガバカニクサなど熱  

帯生のつる植物が共通して出現している。これらのマ  

ント群落は本州に広く分布するRosetea multi－  

florae Ohba，MiyawakietTx．1973とは種組成的  
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Tab．12 ハマアズキーグンバイヒルガオ群集  

Vigno－Ipomoetum pes－CaPrae  
a：Typische Subass．典型亜群集  

t）・Subass．von Triumfetta procumbens ハテルマカズラ亜群集  

Spalte：  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（Mar．1982）：  

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H6he d Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

記
番
番
 
 

落
し
査
 
 

群
通
調
 
 
 

号
号
号
 
 
日
積
高
率
数
 
 

1   2  

F F  

ll1  86  

9   8  

2×3 2×2   

20  10  

80  80  

4   5   

3   4   5   6   7   

F F F S S  

178 177 179 114 115   

9   9   9   9   9  

1×103×4 2×101×2 2×2  

20  20  25  15  15  

80  70  90  95  98   

6   7   8   4   5  

面
 
 

種
 
 

査
 
 
生
被
 
 
 

税
 
 

査
 
 

調
調
植
植
出
 
 
群集標徴種   

グソバイヒルガオ   

ハマアズキ  

Kennarten d．Ass．：  

々0／／ま〃ピα♪β∫－C‘ゆ‾αβ  

l’／g〃‘J／／＝／‾／／＝  

4・4  2・2  2・2  3・4  5・4 1・2 1・2  

・   ・   ・ 十・2  ＋   ・   ・  

・   ・   ・   ・ 2・2  5・4  5・4  

1・2 1・2  3・3  2・3  2・2 ＋・2  ・  

・  4・4  ・   ・  2・2 ＋・2  ・  

・   ・  ＋   ＋  ＋・2  ・   ・  

・   ・   ・ ＋・2 ＋・2  ・ 1・2  

1・2  ・   ＋   ・   ・   ・   ・  

・   ・   ・  ＋   ・   ・  ＋  

Trennart d．Subass．：  亜群集区分種   

7h減／／そ行方gα少・or〟7′7みg〃∫  ハテルマカズラ  

Kennartend．h6herenEinheiten：上級単位の標徴種   

乃㍑αrどαf乃てノ0∠〟fα  クロイワザサ   

G‡∫∫〆んαメ／拘”ノ～／∫  スナゾル  

Begleiter：  随伴種  

だJJ／）／…／●／，∴J‘J／（〟〃  

一粒滋Jよαみ坤7→α  

」kgrf∫ 亡おみfJf∫  

Jノ，（〃〃〃…打一‘汀ノ晶  

ノ、マダイゲキ  

キダチハマブルマ  

オオジシバリ  

ソコペニヒルガオ  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．Nr．1：Alriplex77Wtri77WWic£iana ミヤコジマハマアカザ＋，  

in2：Cuystegia sol（わnellaハマヒルガオ1・2，即orobolus vi7官inicusソナレシバ ＋・2，in3：Sbaevola   

∫grよcピαクサトベラ1・1，Vf～ビュ7－0′〟乃‘材bJよαハマゴウ ＋・2，in4：エ¢ね7一〟＝一申e乃∫ハイシバ ＋，in5：   

エ∬∠〟Cαf〃成cαアキノノゲシ1・2，in7：ムcんαg〝l〟7ルα〟rβ〟∽ハナカモノハシ ＋・2．  

調査地 Fundorte：Lfd．Nr．1：Hoshidate干立，2‥Shirahama白浜，3r5：FluL3Urauchi捕内川，6，7：   

Nakano中野．  

査資料数が少なく論じるにいたらない。   

分布：白浜仲良川河口   

2）ハマホラシノブ一夕イワンコモチシダ群落  

（Tab．13）  

軸九e几0〝lerねあi伽rα一冊bod抄αrdね  

orie几ねJねvar．√or〝10gα几α－Gesellschaft   

形態：ホウピカソジュ，シロヤマゼンマイ，タイワ  

ンコモチシダで区分される常緑性シダ植物群落で，ハ  

マホラシノブ，ツワブキ，シラタマノキが伴生する。   

生態：砂岩からなる岩壁にみられ，上方は樹冠によ  

っておおわれるか，母材がオーバ←ハングした状態に  

あり直射日光を受けることはない。空中湿度の高くな  

る′ト谷地で活力度がもっとも高く，母材の表面はつね  

に適潤な状態にある。   

上級単位：現在までのところ、ンダ植物を中心とした   

布するイリオモテトンボソウ，さらにヒカゲノカズラ  

で区分される多年生小形草本植物群落である。ハマホ  

ラシノブを常在的に伴う。   

生態：沿海部の砂岩からなる湿性岩壁で表層は常に  

惨出水によって潤っている。岩壁は約90度にきり立っ  

ており，上方を樹冠でおおわれることにより半陰地と  

なっている。   

コモウセンゴケの生育地には2型ある。ホシクサー  

コイヌノハナヒゲ群団にまとめられる暖帯系の中間湿  

原に生育する型と，適潤な岩壁に付着生育する型であ  

る。後者は南にいくほど多くなり，イリオモテトンボ  

ソウーコモウセンゴケ群落の生育地は後者に含まれ  

る。   

上級単位：ハマホラシノブータイワンコモチシダ群  

落と同じ上級単位にまとめられるものであるが植生調  
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Tab．13 湿性岩壁草本植物群落 Felsspaltengesellschaften  

l：matanthera stenosepala－Drosera4）athulata－Gesellschaft イリオモテトンボソウーコモウセソゴケ群落  

2‥ 即henomerisb坤ra－Wboゐar‘方aorientalisvar．jbrmosana－Gesellschaft ハマホラシノブ一夕イワン  

コモチシダ群落  

Spalte：  

Lfd．Nr∴  

Feld－Nr∴   

Datum d．Aufn．（Mar．1982）：  

Gr6L3e d．Probefはche（mxm）：  

Exposition：  

Neigung（0）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：   

’1、rennarten d．Gesellsch．：  

号
号
号
 
日
横
位
斜
高
率
数
 
 

記
番
番
 
 
 
面
 
 

種
 
 

査
 
 

生
被
 
 

落
し
査
 
 
 
査
 
 

硯
 
 

群
通
調
 
調
調
方
傾
植
植
出
 
 
群落区分種   

コモウセソゴケ   

イリオモチトンボソウ   

ヒカゲノカズラ  

ホウビカソジュ   

シロヤマゼソマイ  

ハJ・り∫‘リ・‘J津‘J〃‖J／‘机J  

乃αね乃fんg7一α∫どβ乃0∫（少αJα  

ノ小・りハJ‘〟J／／／J‘んi・‘JJ…／J  

∧1ソ，／けり／〃心／再〝／＝J‘J  

Jγ川‘…－J川′／，‘川Å巧／i′／J●J′′′′  

●  

●
 
 
 
 
●
 
 

l穐0ゐα7｛該α〃7・オビ〃ね／才∫Var．ノb7・別の∫〟刀α タイワンコモチシダ  

Art d．h6heren Einheiten：  上級単位の種  

即んe〃0／JJビrf∫占押7一α  ハマホラシノブ  1・2  2・3  3・2  4・4  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．Nr．4：凡Tfugiu771jL4）Onicum ツワブキ ＋，Aychotria   

∫β7プ）g乃∫シラタマカズラ ＋・2．  

調査地Fundorte：Lfd．Nr．1A3：Shirahama白浜，4：Hoshidate干立・  

Fig．5 湿潤岩壁に生育する熱帯系のハマホラシノブータイワンコモチシダ群落   

DietropischeSt）henomeriab押ra－Ⅵ700dzL，ardianrientalis－Gese11schaft   

kommt auf der feuchten Felsspalten vor．   
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Tab．14 ナガ／ミノシマイナモリーコウトウシュウカイドウ群落  

（神hiorrhi3＝aj‘ゆOnica var．tashiroi－Begoniajをnicis－Gesellschaft  

調査番号Feld－Nr．：SL47，調査年月日Datum d．Aufn．：7．Marz’82，調査面積Gr6L3e d．Probefはche：0・5  

×1．8qm，植生高H6he d．Vegetation：40cm，植被率Deckung d．Vegetation：60％，出現種数Artenzahl‥7  

Trennarten d．Gesellschaft：群落区分種  Sonstige Arten：その他の種  

Rんッ乃Cん0′gc〝研成∫COわr ヤマビワソウ  2・2  

C∠占0′わ‘∽∂αrO∽g′z  タカワラビ  1●1  

月ケgr∫∫広中αr  アマクサシダ  ＋  

ナノ．＼＃■り‘〟J′′′′ノ‘イ，〃〃／←〝′′′f．‘ん′嗜■‘′／′〃〃  
ナガバカニクサ ＋   

βego77fαノを乃fcf∫ コウトウシュウカイドウ  

qクんわrrゐfヱαノ‘ゆ0乃∫cαVar．ね∫んfrof  
ナガバノシマイナモリ  

A7官0∫fg∽7′1α∫OJα乃f伊r〟〝ヱイリオモテソウ  

調査地Fundort：FluL3Nakama仲間川上流．  

亜熱帯～熱帯性の岩壁植生に関する報告はほとんどな  

い。中村（1982）により四国からホウライシダ群落，  

ホウビシダ群落，イワヒトデ群落などが報告されてい  

る。また伊豆諸島の御蔵島からハマホラシノブーオニ  

ヤブソテツ群集，小笠原からイワホウライシダ群集，  

オガサワラススキーハマホラシノブ群落が報告されて  

いる（大場1971，1977）。その中で大場はホウライシ  

ダクラス；Adiantetea Br．－Bl．1947 への所属を  

認めているが，南ヨーロッパで記載されたホウライシ  

ダクラスはその後十分な研究がなされていず，日本の  

植生との組成的な比較ほ困難である。上級単位に関し  

ては台湾や東南アジアからの資料の集積，比較検討に  

よって明確化されるものと考えられる。   

分布：千立。   

3）ナガバノシマイナモリーコウトウシュウカイド  

ウ群落（Tab．14）  

qp九ねrr九igα知0花icαVar．ねさぁiroi－  

Begonia fenLcisLGese11scllaft   

形態：コウトウシュウカイドウ，ナガバノシマイナ  

モリ，イリオモテソウで区分される多年生草本植物群  

落である。   

生態：′J、さな谷部の被陰された岩上で，空中湿度が  

高く，増水時に飛沫を受けるような立地に生育してい  

る。熱帯多雨林への移行的植生として鈴木邦（1979）  

により位置づけられたヒリュウシダーモリへゴ群集に  

隣接して生育していることが多い。   

上級単位：ナガバノシマイナモリーコウトウシュウ  

カイドウ群落は新納ら（1974）によって報告されたミ  

ズビワソウ群集，イリオモティワタバコ群集，アミシ  

ダ群落，カソシノブホラゴケ群落とともに四国，九州  

で記載されたイワタバコオーダー；Conandret－  

alia ramondioidis Y．Nakamura1982 に対  

応する熱帯系の植物群落である。シュウカイドウ科，  

アヵネ科のサツマイナモリ属，イリオモテソウ属，イ  

ヮタバコ科のツノギリソウ属，ミズビワソウ属などで  

構成されている。明確な上級単位の決定には熱帯アジ  

ア，ポリネシアなどからの植生単位が基礎とされなけ  

ればならない。また新納ら（1974）によって報告され  

たチャイロスゲ群落，サイゴクホングウシダーヒメタ  

ムラソウ群集，タカサゴシラクマーヒナヨシ群落ある  

いは鈴木邦（1979）によるシマミズーヒナヨシ群集，  

佐々木（1979）により屋久島から記載されたホソバハ  

グマれサツキ群集は本州，四国，九州のヌマハコベー  

タネッケバナクラス：Montio－Cardaminetea  

Br．－Bl．et Tx．1943 やウチワダイモンジソウーイワ  

タ／ミコ群集に対応する亜熱帯の植物群落である。鈴木  

邦（1979）は新納ら（1974）によって規定されたリュ  

ウキュウツワブキーサイゴクホングウシダ群団をホウ  

ライシダクラス；Adiantetea Br．－Bl．1947 にま  

とめることを提唱している。   

分布‥西表島。種の分布からみて石垣島，与那国  

島，台湾にも可能性がある。   

4）ヤプレガサウラボシーコシダ群落（Tab．15）  

βわferねeo乃J王岬αfα・βicrα几qpねrね  

dLchotoma－Gesellschaft   

形態：常緑シダ植物であるヤプレガサウラボシ，コ  

シダを区分種とする高茎の多年生草本植物群落。植生  

高ほ1．2～1．8m となり，コシダ，ヤプレガサウラボ  

シ，ススキが優占する。ヒリュウシダ，ミズスギ，エ  

ゴノキ（幼生），ハマサノしトリイバラなどが混生し，群  

落構成種群は7～11種，平均9種により構成されてし「  

る。   

生態‥やや内陸の露頭地や渓谷に面した崩壊性斜面  

に生育している。立地は向陽性の，浅いやや乾性土壌  

地である。通し番号2，5で示されるススキ優占植分  

は代償植生的な性格が強い。   

動態：多くの植分ほ持続群落として長期間存続す  

る。一部のススキ優占植分ほ比較的早期にヤン／ミルア  

カメガシワーウラジロエノキ群集に遷移すると考えら  

れる。   
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Tab．15 ヤプレガサウラボシーコシダ群落  

Dipterisco7dugata－Dicranqi）teris＆chotoma－Gesellschaft  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．：  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

調査年月 日  

5
－
■
7
0
1
0
1
5
2
0
E
1
5
1
5
0
9
0
1
1
 
 

4
F
4
6
8
2
3
7
…
■
1
1
2
。
1
0
0
9
 
 

3
F
4
7
紀
3
7
…
N
E
4
。
1
8
。
1
0
0
8
 
 

2
 
 

0
 

7
1
0
1
5
2
0
N
E
2
0
1
5
 

積
位
斜
高
率
数
 
 

種
 
 

面
 
 

生
被
 
 現

 
 

査
 
 

調
方
傾
植
植
出
 
 

Gr68e d．Probefはche（mxm・m2）  

Exposition：  

Neigung（O）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

Trennarten d．Gesellschaft：   群落区分種   

コシダ   

ヤプレガサウラボシ  

随伴種   

ススキ   

ヒリュウシダ   

エゴノキ   

ミズスギ   

ハマサルトリイパラ   

オキナワシャリンパイ   

ウラジロアカメガシワ   

ホシダ   

ノアサガオ  

かfcrα乃呼′grf∫成cん0わ′乃α  

J）小J（，′イ‥、（”小′g‘〟吊  

Begleiter：  

5・5 1・2 2・3  十  2・3  

・  ＋  4・4  5・5  2・2  

1・2  ＋  4・4  

・ ＋・2 1・2  

ユノJ∫（、‘川Jん〟∫ ∫／／帖旧来  

β／‘，‘イ川J′川（げ／（，／JJ‘J／l・  

帆＼，′▲‘＝、ノ〟♪（川／‘、‘J  

⊥J川♪の（れ〃〃■‘、げ′＝〃〃JJ  

∫川J／‘J、‡、∫（イIl，（〃れJ  

尺（ゆんわJ申f∫わ‡ゐαVar．f”∫〟Jαrf∫  

几ね～わ′〟∫♪α乃fc〟Jαね∫  

7γ托イJ♪J‘，′イ∫‘汀〟肌／肌山  

々，0∽OgααC〝∽f乃αfα  

4
 4

・
 

1
 

2
 

＋
・
＋
・
2
・
2
・
2
 
 
 

＋
 
 
＋
 
1
 
1
 
 

＋
 
＋
 
 

＋・2 ＋・2   

＋  ＋・2  

出現1回の種AuL3erdemjeeinmalinLfd・Nr・2：Sbi7？us ternatanusオオアブラガヤ1・2，Mussaendb   

Parv押raコソロソカ＋，in3‥Glochi＆ongeylanicumカキノミカソコノキ＋，in4‥Carexsp・スゲ属   

の一種＋，都c〟∫g柁Cねイヌビワ ＋，in5：Rん〟∫∫肛Cgゐ乃gαハゼノキ1・2，ル払Jわf〟∫ノゆ0乃血∫アカメ   

ガシワ ＋・2，凡grαrfα∽0乃fα乃αタイワンクズ＋，ぶ∽fJα∬Cんf乃αVar．烏〝r〟オキナワサルトリイバラ ＋・  

調査地Fundorte：Lfd．Nr．1，3，4‥FluB Nakama仲間川，2，5‥Dainiyamagoya第二山小屋・  

既発表資料名Nachweisd．Vegetationsaufnahme‥Lfd・Nr・2，5：K・Suzuki鈴木邦1979（Tab・32，Auf－   

nahme－Nr．35，36）．   

り区分種群のほか，ボタンボウフウ，ハマボッス，ソ  

ナレムグラ，ヤン㌧ベルツルハッカなどが随伴してい  

る。   

生態：生育地は海岸断崖の崖錐部や小テラス状地，  

さらに隆起サンゴ上の浅く風化土が堆積した小凹地な  

どである。土壌は不安定で上部から土砂が落下堆積す  

る一方，大雨時や強風時に生育地の土壌は一部流亡す  

る。イリオモテアザミーテッポウユリ群落ほ断崖地に  

生育するアカテツーハマビワ群集またほモンパノキー  

クサトベラ群集などの低木林のソデ群落として配分し  

ている。イリオモテアザミの二次的な生育地は沿海部  

の自動車道の法面下部などにみられる。   

上級単位：類似した植生単位として奄美群島以北に  

はオオシマノジギクーホソパワダン群集Chrysan－   

上級単位：西南日本に見られる，コシダ，ウラジロ  

を優占種とする乾性地の高茎シダ植物群落の一型と考  

えられる。これら GJgfcんg乃fα，β∠crα乃qクfgrf∫ などに  

ょり特徴づけられるシダ植物群落は東南アジアの熱帯  

地域に広く分布しており，上級単位決定については今  

後の植生調査資料の収集が必要である。   

分布：ヤプレガサウラボシの分布域に伴なって日本  

でほ石垣，西表両島に限られる。   

5）イリオモテアザミーテッポウユリ群落  

（Tab．16）  

Cirg；Ⅳ飢あrepieααJe var．iriomofe几ge一  

朗助川‖血扉肋肌用・Gesellschaft   

形態：イリオモテアザミ，テッポウユリにより区分  

される多年生草本植物群落。植生高は30～40cmとな  
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Tab・16 イリオモチアザミーテッポウユリ群落  

Lirsiumbrevicaulevar・iriomotense－Liliumlong坤rum－Gesellschaft  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

4
 
 

8
 

2
F
1
3
9
×
4
0
8
0
1
0
 
 

1
 
 

メ
ェ
 
 

2
 
 

4
 

1
F
2
0
3
1
0
×
3
0
4
0
7
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3
 
 

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probe鮎che（mxm）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Decknng d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

調 査 月 日  

積
高
率
数
 
 

面
 
 

種
 
 
 

生
被
 
 現

 
 

査
 
 

調
植
植
出
 
 Trennarten d．Gesellschaft：   群落区分種   

イリオモテアザミ   

テッポウユリ  

上級単位の標徴種   

ボタンボウフウ   

ハマボッス  

（1／／・∫／J／／／J／り・‘でん、‘川／‘・ヽ▼ilr．／／・ん／／…んソ川，   

古／／′′川／…∫g（／わ′・J〃〃  

Kennarten d．h6heren Einheiten：  

4
 5

・
＋
 
 

丑′′‘・‘，‘石′川′′り叫，（川ん、′′′′′  

J－J心′J＝‘イブ／‘＝肌〃イブイJ／‘川‘J  

出現1回の種（随伴種）AuBerdemjeeinmal（Begleiter）inLfd Nr・1：Ih4yotisb押ravar．parv押7u   

ソナレムグラ ＋・2，爪c〟∫7方言crorα呼αガジュマル＋，エ中古〟r〝∫r申e乃∫ハイシバ ＋，蕊〟′eJ／αrfαr〟∂ro＿   

♪〟乃ごねねアカボシタツナミソウ？＋，in2：月0ビゐ∽gr∫α乃如〝0乃fひどαカラムシ＋・2，5如ro∂0／〟∫γわ官f乃fc〟∫   

ソナレシバ＋・2，1穐滋J∠αみ坤rαキダチハマグルマ＋・2，Co肌7〝g／わ‡α柳∫αシマツユクサ＋，車0∽Ogα  

クβ∫－C‘ゆrαグソノミイヒルガオ ＋，エビ〟rα∫ノα㍗α”frαヤソパルツルハッカ ＋，Ⅵわ0ゐαr（ガαOrゴビ乃′dJ∫∫Var．   

カ椚肌肌∽αタイワンコモチシダ＋．  

調査地Fundorte：Lfd．Nr．1：Sumiyoshi住吉，2‥Hoshidate干立．  

themo crassi－Crepidiastretumlan－  
ceolatiSuzuki，K．1979が報告されている。イリ  

オモチアザミーテッポウユリ群落はボタンボウフウ，  

ハマボッスを標徴種としてポタ∵／ボウフウ群団，ハマ  

ボッスオーダーに所属される。   

分布：区分種の分布に対応して宮古，石垣，与那国  

島に分布する可能性がある。   

6）エダウチチヂミザサーカラムシ群落（Tab．17）  

qpJねme几〟g CO叩Ogif〟き－βoeゐmer‡α  

花坤○乃0几ipeα・Gesellsc血aft   

形態：カラムシ，ユダウチチヂミザサ，キダチハマ  

グルマ，ツボクサなどで区分される多年生草本植物群  

溶である。植生高は1～1．2mでカラムシが優占して  

いる。群落構成種は前記区分種群のほかにオニタビラ  

コ，クワズイモ，タチカタバミなどである。出現種数  

は14～15種であった。   

生態：人家周辺の路傍に普通である。生育地は雑多  

な有機物が投棄され，腐植に富んでいる。年1回程度  

地上部は刈られることが多い。カラムシの優占植分は  

本州以南の人里周辺に広くみられ，もっとも一般的な  

路傍草本植物群落のひとつである。   

上級単位：ユダウチチヂミザサーカラムシ群落ほ本  

州のカラムシ優占群落と種組成的に差がみられる。上  

級単位の扱いは現在のところ未決定である。   

7）ソクズ群落（Tab．17）  

ぶαmあ〟e〟g C舶乃e朋ね・GesellcIlafts   

形態：ソクズの優占する大形多年生草本植物群落。  

植生高ほ100cmとなりソクズのほかクワズイモ，カラ  

ムシ，タチカタバミなど計8種により構成されている。   

生態：人里の路傍や畑の綾などに帯状の植分を形成  

している。土壌は人為的に塵芥が投棄され富養状態と  

なっている。ソクズは本州以南に広く分布している  

が，その生育地は主に人里周辺である。大場・菅原  

（1979）も指摘しているように，カラムシなどと同様  

に，史前帰化植物の1種と考えられる。   

上級単位：ソクズ群落の群落体系上の軌、ほより広  

域的な植生調査資料の収集をまって決定したい。   

8）ハマウド群落（Tab．17）  

A花geJfcαJαpO几ieα－Gesellschaft   

形態‥ツルソバ，ハマウドによって区分される大形  

多年生草本植物群落。植生高は1～1．5mでハマウド  

が優占するほかツルソ／ミ，ハマオモト，タチカタバ  

ミ，オニタビラコ，クワズイモなどにより構成されて  

いる。出現種数は平均11種である。   

生態：ヤエヤマカモノハシーハマオモト群落と共通  

して，磯および砂浜の富養な安定地に生育している。   
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Tab．17 林縁ソデ群落 Saumgesellschaften  

l：Lotus australis－EL4）horbiachamissonis－Gesellschaft シロバナミヤコグサーハマダイゲキ群落  

2：Ischaemum muticum－C＞inum asiaticum var．j‘ゆOnicum－Gesellschaft  

ヤェヤマカモノハシーハマオモト群落  

3：Angelicaj（ゆOnica－Gesellschaft ハマウド群落  

4：Sambucus chinensis－Gesellschaft ソクズ群落  

5：Qplismenus compositus－Boehmeria nipononivea－Gesellschaft ユダウチチヂミザサpカラムシ群落  

Spalte：  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6Be d．Probe鮎che（mxm）：  

Exposition：  

Neigung（0）：  

H6heii．Meer（m）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

号
号
号
 
 

記
番
番
 
 

落
し
査
 
 

群
通
調
 
 

112 1  3  ‡ 4  f   5   
4   5   6   7   

F F S S  

lO8  202  70 161   

3   3   3   3   

9  10   8   9  

2×3 1×2 2×40．7×3  

1   2   3   

F S F  

201  59  117   

3   3   3  

10   8   9  

2×4 2×3 2×2  

調 査 月  ‖
H
 
 

横
位
斜
高
高
率
数
 
 

面
 
 

種
 
 

抜
生
被
 
 

査
 
 

現
 
 

調
方
便
海
植
植
出
 
 

一
1
1
0
1
0
0
l
0
0
8
 
 

－
1
3
1
2
0
9
0
1
2
 
 

0
3
 

E
2
1
5
0
9
0
1
〇
 
 
 

一
L
一
7
0
 
8
0
 
7
 
 

E  

25  

5  

100  

90  

15  

0
 

1
4
1
2
0
9
0
1
4
 
 

Trennarten d．G6sellschaften：  群落区分種  

エof〟∫α〟∫打αJ∠∫  シロバナミヤコグサ  

Eヱ¢加rみ∫αCんα∽f∫∫0乃f∫  ハマダイゲキ  

ムcんαビア乃〟∽∽〟′fc〝∽  ヤエヤマカモノハシ  

G・よ乃〟∽α∫fαfゴビ〟∽Var．ノ‘ゆ0乃fc〟∽ ハマオモト  

A7？ggJ∫cαノ‘砂0乃∫cα  ハマウド  

ル小岩・〃／川′′＝ゾJ／′∫川J‘′、▼ar．J力′川／，‘リg／‘川J′′〃 ツ′Lソバ  

5・4  

土誓  

●  

●  

●  

●  ●  

一
㈱
適
 
 

1・2  2・1  

∫‘J〃JJ〉肌、JJ∫（ソJ／肌，／J∫J∫   

β仇イり〃〝鳥ノ可）（〃…JJ〆て・‘，‘J  

q〆f∫∽g乃〝∫COJ7ゆ0∫fわJ∫  

Ⅵ存滋／fαろ押r‘‡  

（克乃fピノJαα∫fαffcα  

EJイg‘リ・り／＝J川J‘かぐ〃∫／∫  

E呼αねrf〟ワ♪り乙0∫α乃〝∽Var・   

ヴ肌れカイ什小‘げ／／／′〃〃  

ソクズ   

カラムシ  

ユダウチチヂミザサ  

キダチハマグルマ  

ツボクサ  

オオアレチノギク  

タイワンヒヨドリ  
バナモドキ  

4
 
2
 
2
 
3
 
2
 
 
2
 
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

4
＋
2
2
＋
 
1
 

4
 
2
 
1
 
2
 
2
 
 
2
 
 

●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
 
●
 
4
 
1
 
1
 
＋
 
＋
 
＋
 
 

Kenn－u．Trennarten d．h8heren Einheiten：  

上級単位の標徴種・区分種  

0こr〟よ∫CO”7fc〟／αねf．grecね  タチカタバミ   ・   ・  ＋   ＋   ＋  ＋・2  ・  

・   ・   ・ 1・1 2・2  ・  2・1  ▲・1／仇、‘i∫山川（汀J・OJ・JゾJた‘J  

Begleiter：  

クワズイモ  

随伴種   

オニタビラコ   

グソバイヒルガオ   

ソナレシバ   

シマツユクサ   

ギョウギシノミ  

y8〟乃gよαノ‘ゆ0乃fcα  

々，0∽Ogαクg∫一C（ゆrαg  

即oro∂oJ〟∫Ⅴわ官よ乃fc〟∫  

Co∽研gJわ‡α柳∫α  

q′乃0（わ乃血f〆0乃  

1・2 ＋・2  ・ ＋・2 ＋・2  

＋・2  ＋  ・   

＋  ・  ＋  

出現1回の種AuL3erdenje einmalin Lfd．Nr．1：IJySimachia mauritianaハマボッス2・2，Cassythajili－  

ノbr〝‡よ∫スナゾル1・2，几茄∫Cα乃≠ん㍑＝わ1g〃∫f∫ススキ ＋，in2：αッ∫′βgよα∫OJゐ乃gJJαハマヒルガオ ＋・2，   

乃〟αrβαわ‡ひ0／〝ねクロイワザサ ＋，エ妙よα乃0成典㌻（‡イワダレソウ ＋，in3：7Ⅵeわ少′grf∫f乃fgrrzゆね   

チッホシダ＋・2，βな∫ねr才α〟（ゐrg乃（お刀∫メヒシバ＋・2，ムニgrf∫Sp．ニガナ属の一種＋・2，in4：ぶ′（少ゐα乃よα   
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ノ‘ゆ0乃fcαVar．α〝∫frα′f∫コバノハスノハカズラ1・2，∫0乃Cん㍑∫OJgrαCg〟∫ノゲシ ＋，エfrf（ゆβ〆αり少ん〆Jα   

ヤプラン ＋，ルわr〝∫α〟∫frαJf∫シマグワ＋，in5：A血涙痛α伽混用払 エノキグサ＋，q炒gr〟∫rOf〟乃血∫   

ハマスゲ＋，Cle”Wtisgratavar．7ワukyuensisリュウキュウボタンゾル＋，in6：Achyranthesbi滋ntata   

モン／くイノコズチ1・1，β∫血刀∫〆／∂∫αコセンダングサ＋・2，丑☆血流り正昭少 ヨモギ＋・2，ぶよマgβ∫みgc丘fα   

Orientalisツクシメナモミ ＋，Siゐrhomb拘Iia subsp．insularisハイキンゴジカ ＋，Emilia sonchifblia   

ウスペニニガナ ＋，in7：771elMteris Lu・uminata＊シダ2・2，E柁Chtites hieracifblia var．cacalioidbs？   

ウシノタケダグサ？2・1，Go乃0∫′eg～αんfrfαツルマオ1・2，f妙gr烏αゐ〟rαフウトウカズラ ＋・2，βな〆ねrfα   

∫gJなぞrα イヌメヒシバ ＋，．ん∫∠わざαクrβr〟肌∂β〃∫ Var．ん糊“∽〟∽ キツネノマゴ ＋．  

調査地Fundorte‥Lfd．Nr．1：M也ndung des FluL3Fnaura船浦川河口，2：Shirahama白浜，3，4：Ktiste   

Hoshidate干立海岸，5：Uebaru上原，6：M也ndungdesFluL3Honeraホネラ川河口，7：Iriomote西表．  

典型的な植分ではハマウドの純群落となる場合も多  

い。調査された植分ほやや人為的な撹乱が加わった半  

日陰地に成立している。干立海岸ではクロミノオキナ  

ワスズメウリーオオハマボウ群集のソデ群落としてハ  

マウド群落の断片的な植分がみられた。   

上級単位：ハマウド，オニヤプマオを標徴種として  

オニヤプマオーハマウド群集 Boehmerio－An－  

gelicetum japonicae Miyawakiet al1980  

が報告されている。   

9）シロバナミヤコグサーハマダイゲキ群落  

（Tab．17）  

エof〟gααβfrαJね一方打p鳥orあgαC鳥αmねβ○几ね  

－Gesellschaft   

形態：シPノミナミヤコグサ，ハマダイゲキを区分種  

とする多年生草本植物群落。植生高は30cmで区分種  

群のほかハマボッス，オオアレチノギク，グソ／ミイヒ  

ルガオなど計10種により構成されている。   

生態：海岸砂丘の半安定地に生育している。打ちあ  

げられた塵芥が砂に混入した富義地である。生態的に  

は本土の海岸砂丘地にみられるハマエンドウの優占群  

落と共通している。   

分布：区分種の分布はいずれも，国内では南西諸島  

に限られる。  

10）ヤエヤマカモノハシーハマオモト群落  

（Tab．17）  

∫geゐαe〝l〟〝‡〝£〃ffe〟m・Crf花〝mαβねがe〟〝l  

Var．知0几ieⅣm－Gesellsehaft   

形態：ハマオモト，ヤェヤマカモノハシによって区  

分されるハマオモト優占群落。植生高は70cmで区分  

種群のほかソナレシバ，グン㌧ベイヒルガオ，ハマヒル  

ガオなど計7種により構成されている。   

生態：磯浜あるいは砂丘の安定地に生育している。  

類似した立地に生育するハマウド群落と比較して，よ  

り海水の影響を受ける前面部に配分している。調査さ  

れた植分はソナレシバ群落の内陸側に，モン′りキー  

クサトベラ群集のソデ群落として生育している。  

11）キダチハマグルマ群集（Tab．18）  

Wedelietum biflorae Miyawaki  

et X．Suヱuki1976   

形態：標徴種であるキダチハマグルマの優占群落。  

植生高は1～1．5mとなる。キダチハマグルマのほか  

はススキが混生し，さらに隣接群落からシイノキカズ  

ラ，オオハマボウなどが偶生する。出現種は2～6  

種，平均4種である。キダチハマグルマはその名のよ  

うに木質化する多年生草本植物でほふく茎をのばす一  

方，株立ちして密生した群落を形成する。   

生態：海岸砂丘の安定地に生育する。ハマアズキー  

グン㌧バイヒルガオ群集の内陸側に，クロミノオキワス  

ズメウリーオオバマボウ群集，クサトベラ植分の林縁  

部に帯状の植分を形成している。一方，キダチハマグ  

ルマの二次的生育域は広く，沿海部の路傍のソデ群落  

やマント群落に，あるいは二次草原中にも普通にみる  

ことができる。生育立地も砂質地に限らず，泥質地に  

も繁茂している。   

動態：海岸砂丘地の自然生の植分は砂の移動，強  

風，潮風という立地条件のもとに持続群落として生育  

している。より後背側に成立するオオハマボウーアダ  

ンクラスの植生が破壊された場合にはその領域までし  

ばしば生育域を広げているのが観察される。   

上級単位：Miyawakiet K．Suzuki1976によりク  

ロイワザサーハマゴウ群団Thuario－Viticion  

Miyawakiet K．Suzuki1976，ハマゴウオーダー  

Viticetalia rotundifoliae Ohba，Miya－  

wakiet Tx．1973，ハマゴウクラス Viticetea  

rotundifoliae Ohba，Miyawakiet Tx．1973  

への所属が提唱されている。   

分布：九州南部を北限として熱帯，亜熱帯に広く分  

布する。   



118  

Tab．18 キダチハマグルマ群集  

Wedelietum biflorae  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

調 査 月 日  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：   

Gr6L3e d・Probeflache（mxm）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

2
S
5
1
3
8
…
1
0
0
9
5
3
 
 

1
F
5
3
4
…
1
5
。
9
5
2
 
 

3   

F  

208  

3  

10  

2×3   

120  

90   

6  

積
高
率
数
 
 

種
 
 
 

面
 
 生

被
 
 現

 
 

査
 
 

調
植
植
出
 
 Kennart d．Ass．：   群集標徴種   

キダチハマグルマ  

随伴種   

ススキ  

Ⅵ存滋／fαろぴor‘Z  

Begleiter：  

●  ●  

5
 
 

5
 
 

5
 
 

5
 
 5・4  

几弟5Cα乃fん〟∫5∫乃e乃5f5  ＋・2  ＋  

出現1回の種AuL3erdemje einmalinLfd．Nr．1：MeliaaR＝e‘わruhセソダン＋，in2‥DerristrゆIiata   

シイノキカズラ1・2，in3：f茄∂f∫C〟∫ff／f∬e〟∫オオハマボウ ＋・2，jも乃ゐ乃〟∫0‘ゐr‘Z′f∫∫f椚〟∫アダン ＋，   

わgo成〟∽椚fcr坤ゐプ／J〟椚イリオモテシャミセンゾル＋，Ar〟乃ぁぁ乃αユダンチク＋．  

調査地Fundorte：Lfd．Nr・1‥FluL3Nakama仲間川，2：Taketomi竹富，3：Shirahama白浜．  

12）ヒメキランソウ群落（Tab．19）  

AJ喝αp紺mα8α・Gesellsch誠t   

形態：優占種であるヒメキランソウによって区分さ  

れる低茎の多年生草本植物群落。ツボクサ，オニタビ  

ラコ，イリオモテアザミなど，合計5種により構成さ  

れている。本州～九州に広く分布するキランソウの群  

落と相観的に類似している。   

生態：ヒメキランソウ群落は砂浜の安定地にコロニ  

ー状に生育している。ススキやキキョウランの植分に  

隣接した砂賀の乾性な立地である。   

分布：ヒメキランソウの分布（初島1975）に伴なっ  

て南九州，南西諸島，台湾。  

13）マルバアカザ群落（Tab．20）  

Chenqpodium virgatum－Gesellschaft   

形態：マル／ミアカザの優占する砂丘地の1年生草本  

植物群落。植生高はよく発達した植分で30～40cmと  

なる。優占するマルバアカザのほかの随伴種は植分に  

よる変動が大きい。ソナレシバ，クロイワザサ，ハイ  

シバなどの海岸砂丘生の多年生草本植物が低被度で単  

生している。出現種数は2～6種である。   

生態：サンゴ砂の堆積した砂丘地の後背部に生育し  

ている。海風の影響ほ弱い。モンパノキークサトベラ  

群集，クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群  

集に接したやや凹状地にコロニー状に配分している。  

同様な立地にみられるハマウド群落の先駆相として生  

育している。  

14）ソナレシバ群落（Tab．21）  

Sporobolus vlry11uCuS－Gesellschaft   

形態：優占するソナレシバによって区分される低茎  

の多年生草本植物群落。植生高は15～30cmで植被率  

は60～95％となる。群落構成種はソナレシバのほかは  

偶生種が多い。立地に対応してグン㌧バイヒルガオやオ  

オバヒルギの混生植分がみられる。出現種数は1～6  

種，平均3種である。   

生態：汽水に接した内湾地，河口の砂泥土上に生育  

している。潮の満汐によって植分はしばしば冠水す  

る。波浪の影響はほとんどない。島北部の船浦では汀  

線から陸方向にかけて，ソナレシ／ミ群落，ミルスベリ  

ヒユ群落，さらにハイシバーイソフジ群落という帯状  

分布がみられた。   

マングローブ植生に隣接したやや泥質地のソナレシ  

バ群落にほオオバヒルギ，オヒルギなどが特徴的に生  

育している（オオ／ミヒルギ下位群落）。   

分布：日本では種子ケ島以南の南西諸島に広く分布  

している。  

15）ミルスベリヒユ群落（Tab．21）  

風矧駅南川り卯rf〟ねc朋frαm・Gesellschaft   

形態：ミルスベリヒユの優占する多年生草本植物群  

落。植生高ほ20～28cmでミルスベリヒユのほかは隣  

接群落から，ソナレシバなどが低被度で混生してい  

る。出現種は2～3種である。   

生態：海水もしくは汽水辺の砂質地に生育する。ミ  

ルスベリヒユほ塩水に対する耐性が強く，熱帯アジア   
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Tab．19 ヒメキランソウ群落 Ajuga加maea－Gese】1schaft  

Feld－Nr∴  

Gr6L3e d．Probe鮎che（mxm）：  

H6heii．Meer（m）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

号
積
高
高
率
数
 
 

番
面
 
 

種
 
 

抜
生
被
 
 

査
査
 
 

調
調
海
植
植
出
 
 Trennart d．Gesellschaft：   群落区分種   

ヒメキラソソウ  

随伴種   

ツボクサ   

イリオモチアザミ   

オニタビラコ   

キキョウラン  

4メ〟g‘才クツg∽αeα  

Begleiter：   

4
 
 

5
・
 
2
・
2
2
・
1
＋
＋
 
 

（1リJJ（イ／‘J‘J∫ん〟／（、（J   

ぐ／／・J〃川／り・lでん・‘…／‘，ヽ・ar．J／イり／J…／r〃∫【・   

yo〟乃gfαノ‘ゆ0乃gCα  

／）′●‘川‘イ／‘J川J（ル／J●‘J  

調査地Fundort：Sumiyoshi住吉．  

調査年月日 Datum：9．Mar．1982．  

Tab．20 マルバアカザ群落  

Laufende Nr．：  

Feld－Nr∴  

Gr6Be d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Decknng d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

Chenopodium vi7官atum－Gesellschaft  

通 し 番 号  

調 査 番 号  
2
 
1
 
 

3
 
S
 
l
 
X
 
3
0
 
7
0
 
6
 
 
 
 
 
1
 
 

1
 
 

1  2  

F  F  

l12   116  

標
高
率
数
 
 

面
 
 

種
 
 
 

生
被
 
 

査
 
 

税
 
 

調
植
植
出
 
 

1×4 0．7  ×  8
 
 
 

10  40  

5  10  

2  4  

Trennart d．Gesellschaft：  群落区分種   

マルバアカザ  

随伴種   

ソナレシバ  

（1／J仰ノ♪り‘／JJ川仁こイJ甘‘〟〃川  

Begleiter：  

・ 。
 

・
‥
・
 

・
＋
＋
＋
 
 

4
 ●  ●  

2
 
 

1
 
 

1
 
 

l
 
 

斗）（”て止り／JJ∫・こイ′裏／JJ●‘て′∫  ＋
 
・
・
・
・
・
 
●
 
●
 
●
 
 

・
＋
 
＋
 
＋
 
・
・
・
・
・
 
 

（て／・∫／J′〃J／？／1で／（・‘〃／／‘・  

mJJ‘げ‘′‘J／／一て・（）／JJ／‘J  

l椛滋Jfα∂押rα  

エ（少fれr〟∫r¢）g乃∫  

ぶ071Cん〟∫OJgrαCg〟∫  

Var．Zrわ〝1∂よg乃∫β  イリオモチアザミ  

クロイワザサ  

キダチハマグルマ  

ハイシノミ  

ノゲシ   

ぐ（〃〃′肌右′hJ（棚1′∫‘J   

T＼ん♪／…J・‘JJ‘〃れ止‘押   

し－′イ′川川が／‘直川川ヽ▼ar．ノ‘～♪り′高Ⅵ′′′  

調査地Fundorte：Lfd．Nr．1，2：Hoshidate干立，  

調査年月日 Datum：9．Mar．1982．  

シ′マツニLクサ  

ツルモウリ：／カ  

ハマオモト  

3：Nakano中野．  

生して密な植分を形成するため，他の植物の侵入が困  

難となるためである。   

生態：汽水域に生育し，とくにマングローブ林の伐  

採跡地に広がっている。生育地ほしばしば冠水する立  

地から，増水時にしか冠水しないような高位面まで幅  

があり，ヒトモトススキに耐乾性が備わっていると理  

解される。   

動態：マングローブ林を潜在自然植生域とする立地  

の先駆的な植生で，イボタクサギ群落，ヒルギカズラ   

のタイでほ塩田の縁に生育したミルスベリヒユ植分を  

確認している（宮脇ら未発表資料）。  

16）ヒトモトススキ群集（Tab．22）  

Cladietum chinerLSis Ohba et  

Sugawara1980   

形態：ヒトモトススキ1種を標徴種とし，また優占  

する群落である。平均出現種数は3種と単純で，イボ  

タクサギ，セイコノヨシ，イリオモテシャミセンゾル  

などをわずかに伴うこともある。ヒトそトススキが叢  
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Tab．22 ヒトモトススキ群集 Cladietum chinensis  

Lfd．Nr．：  

Feld－N工・∴  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probefはche（mxm）：  

H6he d．Vegetation（m）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

調 査 月 日  

1   2   3   4   5   

F F S F F  

97  131  67  166 128   

3   3   3   3   3   

8   9   8   9   9  

4×41×1．5 2×3 3×2 4×4  

1  1．2  2  1．2  2  

100 100  90  80 100   

2   3   4   3   4  

積
高
率
数
 
 
 

面
 
 

種
 
 
 

生
被
 
 現

 
 

査
 
 

調
植
植
出
 
 
群集標徴種   

ヒトモトススキ  

上級単位の種   

セイコノヨシ   

シオクグ  

その他の種   

イポタクサギ  

Kennart d．Ass．：   

C／α（方〟／乃Cんf〃g乃∫β  

Arten d．h6heren Einheiten：   

5・5  5・5  5・4  4・4  5・5  

・   ・  2・3  ・   ・   

・   ・  1・2  ・   ・  

＋・2  ＋   ＋  ・   ・  

月らr（‡g／れオfg∫点α戒α  

（近作∬∫CαみrゆJfα  

Sonstige Arten：  

（1／げ…ムソ打力・（川J■JJ‘リー川一・  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．Nr．2：Bruguieragymnorrhizaオヒルギ＋・2，in4：F7m－   

∂rf∫fJ／f∫Cツ〝ま0∫αシオカゼテンツキ1・2，jも〃〔わ乃〟∫0‘ゐr‘‡f∠∫∫∠′Jは∫アダン1・2，in5：Tんgわ少ferf∫f乃～gr－   

r呼fαテツホシダ＋・2，エッgo成〟′ル′′～fc7‾呼んルJ／〟〝乙イリオモテシャミセンゾル ＋，飽乃正〟〃エrゆだ乃∫ハイ   

キビ ＋・2．  

調査地Fundorte：Lfd．Nr．1，3：Komi古見，2，4，5：FluL3Urauchi浦内川．  

群落などのつる－低木群落と混生することもある。   

上級単位：セイコノヨシ，シオタグなどの出現によ  

りヨシクラスにまとめられる。   

分布‥古見の海岸や仲間川中流域西岸の内陸側に広  

くみられる。  

17）シチトウイ群落（Tab．23）  

伽er〟g椚0花qp鳥〝JJ〟針GeselIsc血aft   

形態：シチトウイ1種で区分されるシチトウイの単  

純群落である。植生高は60～90cmに発達し，流水辺  

に沿って帯状に生育する。シチトウイは太くて長く横  

走する根茎をもち繁茂して密な植被を形成する。   

生態：汽水域から淡水域まで生育し，流水のある砂  

土上に多い。満潮時には水深が5～10cmになるが干  

潮時には干上がることが多い。仲間川上流の植分はイ  

ボタクサギ群落，アダン群集，クロミノオキナワスズ  

メウリーオオハマボウ群集に接して流水辺に帯状分布  

している。   

分布：シチトウイは本州～九州の暖地では栽培され  

ている。自生は台湾以南で琉球での分布を帰化とする  

説もある（初島1975）。シチトウイ群落の報告は奄美  

群島の住用村と瀬戸内町からあり，マングローブ林後  

背地の同様な立地に生育が認められている（宮脇他  

1975）。  

18）シオクゲ群集（Tab．24）  

Caricetum scabrifoliae  

Miyawakiet Ohba1969，   

形態：シオクグ1種を標徴種とする多年生草本植物  

群落。植生高は10～50cmでシオクグが優占して生育  

する。   

生態：汽水域でも塩分濃度の高い立地に生育が可能  

である。潮汐の影響を受け，干潮時には干上がること  

もある。流水のある立地に多く，母材は砂質土から泥  

質土までみられる。西表島の植分は少なく，マングロ  

ーブ林域に点在している。   

動態：本州，九州などでは、シオクグ群集ほ河口の  

汽水域に局地的に自然植生として発達するが，亜熱帯  

のマングローブ林を潜在自然植生とする立地では代償  

植生として生育する。   

分布：本土から西南諸島まで塩沼地に広く分布す  

る。  

19）テツホシダーヨシ群落（Tab・25）  

meJ〃pfβrねi几ferⅢpね一夕九r喝岬新郎  

austratis・Gesellschaft   

形態：ヨシ，テツホシダ，クマノギクで区分される  

多年生草本植物群落。草本第1層ほ2～2．5mと高茎  

なヨシが30％の疎な植被率で生育する。草本第2層は  

60～70cmの高さで100％の密な植被を占め，チゴザサ  

が優占する。他にはシマツユクサ，アイダクグ，タイ   
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Tab．23 シチトウイ群落 Cbperus monqi）hyllus－Gesellschaft  

3
 
S
 
4
0
 
3
 
 

通 し 番 号  

調 査 番 号  

調 査 月 日  

2
 
S
 
3
9
 
3
 
 

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Pr6beflache（mxm）：  

H8he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

1
 
 

7
 
×
 
 

1
 
 

2
 
 

7
 
×
 
 

1
 
 

2
 
 積

高
率
数
 
 
 

種
 
 
 

面
 
 生

被
 
 現

 
 

査
 
 

調
植
植
出
 
 

0
 
 

8
 
9
0
 
1
 
 

0
 
 

9
 
9
0
 
1
 
 

群落区分種   

シチトウイ  

Trennart d．Gesellsch．：  

●  ●  ●  

5
 
 

5
 
 

5
 
 

5
 
 

4
 
 

4
 
 （こ＼♪げJJJ／J…川♪／リ・肌′∫  

調査地Fundort：FluL3Nakama仲間川上流．  

Tab．24 シオクグ群集 Caricetum scabrifoliae  

4
 
 

4
 

3
F
7
3
9
×
3
0
7
0
4
 
 
 
 
 
1
 
 

3
 
 

2
 
 

0
 
 
 
 
 
 
2
 
F
 
1
 
3
 
9
 
×
 
1
0
 
4
0
 
2
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
 
1
 
 

2
 
 

1
 
F
 
9
6
 
3
 
8
 
×
 
5
0
 
8
0
 
2
 
 

2
 
 

通 し 番 号  
調 査 番 号  

調 査 月 日  

Lfd．Nr∴  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probe堪che（mxm）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

積
高
率
数
 
 
 

面
 
 

種
 
 
 

生
被
 
 

査
 
 

現
 
 

調
植
植
出
 
 
群集標徴種   

シオタグ  

上級単位の種   

ヒトモトススキ  

その他の種   

ソナレシバ   

オヒルギ   

シイノキカズラ  

Kennart d．Ass．：   

●  ●  
4
 
 

4
 
 

3
 
 

3
●
 
 

5
 
 

4
 
 

G打gエ∫Cα∂r的Jfα  

Arten d．h6heren Einheiten：   

（Y‘J（九J／／J‘イJ／／れり…，  

Sonstlge Arten：  

＋   2・3  

●  ＋   

・  ＋  

坤∽▲0／，（）／J′∫・こイ′・か晶肌  

βrzJg㍑∫gr（‡gツ椚乃Orrんfヱα  

J）げ亘＝両ル／／‘JJ‘J  

調査地Fundorte：Lfd．Nr．1：Komi古見，2：Hoshidate干立，3：FluL3Urauchi浦内川・  

告されている。テツホシダーヨシ群落はヨシ，チゴザ  

サ，タイワンアシカキ，リュウキユウヤノネグサなど  

の出現によりヨシクラスにまとめられる。   

分布：クーラ川河口。   

20）ヒメガマ群落（Tab・26）  

Tbha angustata－Gese11schaft   

形態：優占するヒメガマ1種が区分種となり約120  

cmの草丈で草本第1層を形成する。草本第2層には  

チゴザサ ，タイワンアシカキなどが倒伏して生育して  

いる。   

生態：稲作の放棄された水田で1～2年経過しても  

湛水する立地に出現する。ヒメガマは汽水域でも生育  

可能でマングローブ林の潜在自然植生域にも二次的に  

生育する。立地は主に停滞水で，水深は10～30cmあ   

ワンアシカキ，リュウキユウヤノネグサなどの植物が  

伴生する。   

生態：クーラ川の水系にあたる低湿地で，かつて水  

田として利用されていた。放棄後も乾燥することな  

く，つねに湿潤な状態に置かれ，水深は0～5cmで  

ある。水質ほ貧栄養で雨水とクーラ川からの水量でま  

かなわれている。生育地は沿海部にあるが6～7mの  

丘によってさえぎられているため潮汐の影響は受けて  

いない。   

動態：水田からの二次遷移であるからハイキビーチ  

ゴザサ群落をへてテツホシダーヨシ群落の高茎草本植  

物群落へ遷移したと判定される。   

上級単位：類似した種組成の群落として新納ら  

（1974）によりアンベライ群落，ミクリガヤ群落が報  



123  

Tab．25 テツホシダーヨシ群落 nelMterisinterrupta－mragmitesaustralis－Gesellschaft  

号
号
 
 
 

番
番
 
 
 

し
査
 
 

通
調
 
 

。
 

2
S
5
。
3
8
2
5
3
。
7
。
1
。
。
1
5
 
 

1
S
4
9
3
8
…
2
。
。
3
。
6
。
1
。
。
7
 
 

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Krautschichト1（cm）：  

Deckung d．Krautschichト1（％）：  

H6he d．Krautschicht－2（cm）：  

Deckung d．Krautschichト2（％）：  

Artenzahl：  

調 査 月 日  

調 査 面 積  

草本第1層の高さ  

草本第1層植被率  

草本第2層の高さ  

草本第2層植被率  

出 現 種 数  

群落区分種  

ヨシ′   

チッホシダ   

クマノギク  

上級単位の種   

チゴザサ   

タイワンアシカキ   

リュウキユウヤノネグサ  

その他の種  

Trennarten d．Gesellsch：   

用／・‘Jポリ／J／J‘，∫（川∫／′・‘J晶   

耶れイ．叶／‘リイ∫J／JJ（，J・／・JJ♪J‘J   

Ⅵ存（おJfαCんf乃g乃∫よ∫  

Arten d．h6heren Einheiten：   

1
 
2
 
2
 
 

K
 
K
 
K
 
 

ム∬ん乃egわ∂0∫α   

エビgr∫∠αんgJα〃（カⅥ   

ル／、＼g（〃川′J＝〟（、ム〃／…′川川  

Sonstlge Arten：  

2
 
2
 
2
 
 

K
 
K
 
K
 
 

〔b∽′7柁J∫乃α柳∫α  

桓肌′甘‘J／”■‘，て・掛／山  

fもわgo乃〟∽烏αひαgOβα乃㍑′／乙  

シ／マツユクサ  K2  

アイダクグ  K2  

シマヒメタデ  K2  

出現1回の種 AuL3erdem je einmalin Lfd．Nr．2：hnicum7・坤ensハイキビK2L＋，Leguminosae sp・   

マメ科の一種K2－＋，ムcんα∽〟∽αrf〟αf〟∽タイワンカモノハシK2－＋・2，Cα∫∫〆んαメJ的”乃f∫スナゾ   

ルK2－＋，Gonostegia hirtaツルマオK2一＋・2，Sueria sp．シソジ ュガヤ属の一種K2－＋・  

調査地Fundort：Zwischen FluL3Kura undIndasakiク，ラ川～伊武田崎・  

Tab．26 ヒメガマ群落 乃Phaangustata－Gesellschaft  

調査番号Feld－Nr．：F－120，調査年月日Datumd．Aufn．‥9．Marz，82，調査面積Gr6L3ed・Probeflache：  

4×4mq，草本第1層の高さと植被率H6heu．Deckung d．Krautschicht，1：1・2m，60％，草本第2層の高さ  
と植被率H6heu．Deckung d．Krautschicht－2‥40cm，70％，出現種数Artenzahl：5・  

Sonstige Arten：その他の種  Trennart d．Gesellschaft：群落区分種   

Co∽椚gJわ7α柳∫α シマツユクサ  K2－1・2  

flJ∫♪‘Jん川‘〟∫J／（イ川川  

キシュウスズメノヒエ K2－＋・2  

7）クんαα乃g〝∫ねfα  ヒメガマ  

Arten d．h6heren Einheiten：上級単位の種  

Kl－4・4  

ム〟ん乃ggJo占0∫α  チゴザサ  K2－4・4  

Lger∫fαんg∬α乃（カ・α   タイワンアシカキ K2－2・2  

調査地Fundort：Hoshidate干立・  

21）ワトイ群落（Tab・27）  

別布叩層ね如m肋刑朋血血・Gesellschaft   

形態：優占するフトイ1種で区分される。植生高は  

80～200cmで70～90％の植被率を占め，キシュウスズ  

メノヒユ，マングローブ林構成種のオヒルギ，ヒルギ  

ダマシなどが伴生する。   

生態：汽水域で潮汐の影響を受けるが，干潮時にも  

干上がらない徴地形的な凹状地にマングロ←ブ林の代   

る。  

動態：水田放棄後の二次進行遷移系列であればハイ  

キビーチゴザサ群落やハイキピーキシ ュウスズメノヒ  

ェ群落から遷移する可能性が最も高い。   

上級単位：チゴザサ，タイワンアシカキなどにより  

ヨシクラスにまとめられる。   

分布：干立。  
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Tab．27  

Lfd．Nr．：  

ぎeld．Nr．：  

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Dcekung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

SbiTPus tabernaemontani－Gesellschaft  落
通
調
 
 

群
 
 

イ
 
 

ト
 
 

フ
 
 号

号
 
 
 

番
番
 
 

し
査
 
 

4   5   6   

F S F  

124  76 125   

3   3   3   

9   9   9  

2×21×1．52×2  

150 150 120  

90  70  90   

3   2   3  

。
 

3
S
鑓
3
9
…
2
。
7
。
3
 
 

2
S
8
1
3
9
…
2
0
0
7
。
1
 
 

1
 
 

1
 
S
 
6
6
 
3
 
8
 
×
 
8
0
 
8
0
 
1
 
 

1
 
 

調 査 月  目
 
 

積
高
率
数
 
 

面
 
 

種
 
 
 

生
被
 
 現

 
 

査
 
 

調
植
植
出
 
 Trennart d．Gesellsch：  群落区分種   

フトイ  

上級単位の種   

コウキヤガラ  

その他の種   

キシュウスズメノヒエ   

オヒルギ   

ヒルギダマシ  

J‘・／りり′＝‘J／′りⅥ‘汀／JJり／血／～／  

Art d．h6heren Einheiten：   

4・4  4・4  4・4  5・4  4・5 5・5  

・   ・  1・2  ・   ・   ・  

・   ・ ＋・2  2・2  3・3 1・2  

・   ・   ・   ＋   ・  ●   

●  ●  ●  ●  ・  1・1  

∫‘、汗♪JJりん／Jん、J′／川古  

Sonstlge Arten：  

拍車ん′′′‘〟∫J／‘・／川川  

月r〟g〟ゴビrαgツ椚乃Orrんよヱα  

＿Ll・てイ（・‘Ⅵ／J／‘J／〃‘〃・／／＝  

調査地Fundorte：Lfd．Nr．1：Komi古見，2，3，5：Hoshidate干立，4，6：FluL3Urauchi構内川．  

償植生として生育することが多い。流水の影響を受け  

ることほ少なく母材は砂質土から粘質土までみられ  

る。本州，四国，九州ではフトイが沿海部に出現する  

ことはまれで，生態的，種組成的な差異が認められ  

る。   

分布‥古見，浦内川河口の西側内湾部，干立。   

22）コウキヤガラ群集（Tab．28）  

Scirpetum planiculmis  

Miyaw■aki1960   

形態：コウキヤガラ1種を標徴種とする多年生草本  

植物群落。   

生態：水田雑草として出現することが多く，石灰岩  

地の水田地帯にみられる。非石灰岩地には対応してマ  

ルミスブターコナギ群集が生育する。コウキヤガラほ  

多年草であるため集約的な管理を受ける水田でほ優占  

することは少ない。植生調査資料は休耕田から得られ  

ている。種の分布は北海道以南にみられ，海岸近くの  

湿地に多い。   

動態：水田が放棄されるとノ、イキビーチゴザサ群落  

やヒメガマ群落に二次遷移する。   

分布：西南諸島南部。   

23）ハイキピーキシュウスズメノヒエ群落  

（Tab．29）  

P加古e〟m repe朋一九叫叩払m d誠仇血川  

．Gesellsdほft   

形態：軟弱な1年生草本植物のハイキビ，キシュウ  

スズメノヒエで区分される水田放棄雑草群落である。   

生態：放棄されて間もない水田の富栄養な立地に生  

育する。水深ほ約30cmあり，母材は粒子の細かい泥  

質土からなっている。水田ほマングローブ林域の後背  

地につくられており，海水の影響も多少受けている。  

宮脇ほか（1975）は奄美群島より沿海部の水田放棄雑  

草群落としてチゴザサー ハイキビ群落，キシュウスズ  

メノヒエ下位群落を報告している。   

動態：ハイキビーキシュウスズメノヒエ群落に隣接  

して遷移の進んだ段階にあるヒメガマ群落は出現種も  

増加してセリ，ツルノゲイトウ，ミズワラビなどを伴  

っている。ハイキピーキシ ュウスズメノヒエ群落から  

高茎なヒメガマ群落へ進行遷移する。   

分布：西南諸島の沿海部の水田放棄地。   

24）マルミスブターコナギ群集（Tab．30）  

Blyxo－MoTLOCI10rietum  

Miyawaki1960   

形態：マルミスブタ，コナギ，イボクサを群集標徴  

種および区分種とする1年生水田雑草群落である。   

立地：稲作の行なわれる湛水された水田は1年を通  

じて管理されるため，短時間に発芽，開花，結実の可  

能な1年生草本植物の生育に有利となる。水深は調査  

された植分で10cmある。   

上級単位：マルミスブターコナギ群集は本州，四  

国，九州に分布するウリカワーコナギ群集と生態的同  

位群集で，イネクラスにまとめられている。   

分布：沖縄，石垣，西表，宮古。   
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Tab．28 コウキヤガラ群集 Scirpetum planiculmis  

調査番号Feid－Nr．：Sr81，調査年月日Datumd・Aufn‥9・Marz’82，調査面積Gr6L3ed・Probe鮎che：3×   

3qm，植生高と植被率H6heu．Deckungd・Vegetation：160cm，90％，出現種数Artenzahl：4・  

Sonstlge Arten：   その他の種  Kennart d．Ass．：  群集標徴種   

ヱも乃よc〃∽7一（少g〃∫  ハイキビ  ＋・2  

a‡車dJ〟／Jl成∫′才rん〟7′ユ キシュウスズメノヒエ ＋  

励わや〟∫〆α乃ゴビ〟J机∫∫  コウキヤガラ 5・5  

Art d．h6heren Einheiten：上級単位の種  

乃少ゐαα乃g〟∫fαね  ヒメガマ  1・1  

調査地Fundort：Hoshidate干立・  

Tab．29 ハイキビーキシュウスズメノヒエ群落  

nmicum7－4）enS－fも車alum distichum－Gesellschaft  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

2
 
 

2
 
S
 
鋸
 
×
 
4
0
 
5
0
 
2
 
 

2
 
 

1
 
 

1
 
S
 
7
4
 
×
 
4
0
 
4
0
 
2
 
 

1
 
 

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

積
高
率
数
 
 

種
 
 
 

面
 
 生

被
 
 現

 
 

査
 
 

調
植
植
出
 
 

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Vegetation（cm）‥  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

群落区分種   

キシュウスズメノヒエ   

ハイキビ  

Trennarten d．Gesellsch．：  

八J∫♪‘〟〃′〃‘〟∫J／‘、／川川  

飽乃fc〟研r坤β乃∫  

3・4   3・4  

＋・2   1・2  

調査年月日Datum d．Aufn・：9・Marz’82，調査地Fundort‥Hoshidate干立・  

Tab．30 マルミスブターコナギ群集 Blyxo－Monochorietum  

調査番号Feld－Nr．：F－156，調査年月日Datumd・Aufn・：9・Marz’82，調査面積Gr6L3e d・Probeflache8×  

10qm，植生高H6hed．Vegetation：30cm，植被率Deckung d・Vegetation：90％，出現種数Artenzahl：14  

Kenn－u．Trennarten d．Ass．：  Echinochloa crus－galli  イヌビュ  1・2  

群集標徴種および区分種  f克みoff∫句匝∫α  フタバムグラ ＋・2   

A乃g∫Je∽α点gよ∫α烏  イボクサ   

肋乃OCんorfαγαgよ乃df∫Var．〆α7血gf乃gα  
コナギ   

βJッ∬αα〟占βrff～  マルミスブタ  

Sonstige Arten：  その他の種  

3●3  月らよJッオ〟∽Jα乃岬乃0∫〝〝エ タヌキアヤメ？＋・2  

Erec抽∫んぬ揮αVar・ 
2・2   ダグサ．  

＋  （おrαf呼′grf∫fゐd∠cれf滋∫ ミズワラビ  ＋  

EJαff乃gけ～α乃功一αVar．少戌血‰血  
ミ ゾハコべ  ＋  

q少er〟∫∫α7智〟よ乃OJg乃f〟∫  カワラスガナ  ＋  

qゆ〝批＝旭川わ〆“  ミズハナビ  

Ⅴα乃鹿沼αα乃αgαJJf∫Var．γgr占g乃αゆJfα  

3・3  

スズメノトウガラシ 3・4   Kulturp8anzen：  栽培植物  

勒叫血が  0りノZα∫α血α  

2．3  
イネ  3・3  

調査地Fundort‥FluL3Urauchi滴内川・  

25）7オウキクサー7カウキクサ群落（Tab・31）  

エem几αpα〟Cicoβねね・AzoJJαimあricαね  

－Gesellschaft   

形態：アオウキクサ，アカウキクサで区分される浮  

水植物群落である。   

生態：耕作あるいは休耕水田の富栄養な水質を有す  

る立地に発達する。   

上級単位：琉球でほボタンウキクサーアカウキクサ  

群集；Pistieto－Azolletumimbricatae  
MiyawakietJ．Tx．1960が記載されており，アオウ  

キクサーアカウキクサ群落を群集の初期相としてとら  

えることもできる。   

分布：ボタンウキクサの分布しない本州～九州の暖  

地にもアオウキクサーアカウキクサ群落が分布する。   
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Tab．31アオウキクサーアカウキクサ群落 Lemnapaucicostata－Azollaimbricata－Gesellschaft  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

Gr6Be d．Probe鮎che（mxm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

通 し 番 号  

調 査 番 号  

積
率
数
 
 

面
 
 
種
 
 
 

被
 
 

査
 
 
現
 
 
 

調
植
出
 
 

Trennarten d．Gesellsch．：  群落区分種   

アカウキクサ   

アオウキクサ  

．－lご（）／／‘J／／ナノわ／ゾ（、‘JJ‘J  

⊥p〃〃れJ♪‘川‘イ‘てノ∫J‘J拍  

調査年月日 Datum d．Aufn：9．Marz’82，調査地Fundort：Hoshidate干立．  

Tab．32 ハマクワガタールリハコベ群集  

Veronico javanicae－Anagallidetum arv．ensis  

通 し 番 号  

調査票番号  

Lfd．Nr．：  

Feld－Nr．：  

4
 
 

8
 

2
F
1
3
9
×
5
0
7
0
2
5
 
 
 
 
 
1
 
 

4
 
 

6
 
 

1
 
F
 
6
 
3
 
4
 
×
 
6
0
 
7
0
 
2
2
 
 

4
 
 

Datum d．Aufn．（1982）：  

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H6he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

調 査 月 日  

積
高
率
数
 
 
 

種
 
 
 

面
 
 生

被
 
 現

 
 

査
 
 

調
植
植
出
 
 
群集標徴種   

ルリハコべ  

群団・オーダーの標徴種・区分種   

テリ ミノイヌホオズキ   

ペニバナボロギク   

シマツユクサ  

ックシメナモミ   

カツコウアザミ  

クラスの標徴種・区分種   

メヒシバ   

チチコグサモドキ   

ハナイバナ   

カタバミ   

オニタビラコ  

Kennart d．Ass．：  

．心叫押／晶‘げ・i・川∫／∫  

Kenn－ u．Trennarten d．Verb．u．Ordn．：  

2
 
 

＋
＋
 
 

・
 
・
 

2
 
 
 
 
2
 
2
 
2
 
1
 
1
 
 

●
 
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 
 
●
 
 
 
 
●
 
 

●
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＋
 
 
3
 
2
 
2
 
1
 
1
 
 

J（ん／川川♪／JOJ‘イ／〃灯‘Jナナ～川J   

仇∫∫OC（少んαJ〝∽Cr（少f成of（お∫   

G）∽′〝β／f乃α‘柳∫α   

∫／（，粁∫／，‘－‘、か‘J…イ川J‘J／／∫   

▲1g・爪〟〃／／＝、（川．＼・．ご（JJ（ム，∫  

Kenn－u．Trennarten d．Klasse：  

上）な〟〟J・山‘〃ん‘、川（ム，／J∫  

G／J‘ゆ力‘JJJ－〃肌♪…ナノ〃1Ⅵ川  

ノブ（血′イり∫♪l，”J川／ノ＝川tイ／J川J  

（入ご（JJJ∫（二（げ／Jん、J′／‘J／‘J  

y〃〝〃gfαノ呼0乃fcα  

2・3   1・2  

3・3   ＋・2  

＋・2   ＋・2  

＋・2    ＋   

＋  ＋  

出現1回の種AuL3erdemjeeinmalinLfd．Nr．1：CんrTSqt）OgOn aCiculatusオキナワミチシバ1・2，Erigeron   

∫〟∽α′Ⅳ乃∫f∫オオアレチノギク ＋・2，仇叫直油壷川凋呪研巌㈹タツノツメガヤ ＋・2，∫0乃Cん〟∫α車βr   

オニノゲシ ＋・2，E柁Cん古壷∫ゐfgw的JfαVar．Cαdわf（ゐ∫ウシノタケダグサ＋・2，鞄〝わ7g（‡みrピッ軍声／fα   

アイダクグ＋・2，ル払g〟∫♪〟椚∠J〟∫トキワハゼ＋，G‡rゐ∽f乃β．伊∬〟0∫αタネッケノミナ＋，月f滋〃∫〆わ∫α   

コセソダソグサ ＋，伽gr〟∫♪0わ∫ねCんッ0∫イガガヤツリ ＋，A7‡gfJg∽α 点gf∫α烏イボクサ＋，in2：βな才一   

′αrf（‡γわJα∫Cg乃∫アキメヒシバ1・2，EJg〟∫f乃g f乃成cαオヒシ／ミ1・2，創ッ∫αJ∫∫α乃g〝Jαねセンナリホオズキ  

1・1，Arfβ沼f∫fαC（ゆ∫JJαrf∫カワラヨモギ＋・2，Ecんf乃OCゐわαCr〟∫－gα招イヌビェ ＋，Emgro∫f才∫ク0αO才一  

（お∫コスズメガヤ ＋，E‡ゆん0沌fαんよrfαシマニシキソウ ＋，CんJorf∫gdr（Z乃αアフリカヒゲシバ ＋，Cゐg一   

刀呼0成〝mαJみ〟∽シロザ＋，滋∫αγf〟m♪orf〟J∬α∫fr〟椚 ミルスベリヒユ ＋，ぶαgf乃αノ‘ゆ0乃fcαツメクサ   

十，E叫horbiαChαけlαeSyCeハイニシキソウ ＋，SoれChllS OierdrellS ノゲシ ＋，A↑－1αrαれthl▲S S壬〉iれOSl↓Sハ  

1）ビュ ＋．  

酎ニ＼＼上長ゝこぅ軋＼・＼こ≫ゞ東良ゝ龍、へこ1加速壷姦通投了＼さミ」   
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教生育している。出現種数は9種である。   

生態：人や車，家畜などの踏圧により硬化した土壌  

上に生育している。踏圧が弱まればユダウチチヂミザ  

サーカラムシ群落のような路傍植生あるいはススキ草  

原へ遷移するものと考えられる。   

上級単位：群集標徴種，区分種によってハイニシキ  

ソウーネズミノオ群団に，さらにオオバコオーダーに  

所属される。  

Ⅲ．西表島沿海部の群落特性   

1．河川流域の群落特性   

オオバヒルギ，オヒルギ，メヒルギ，マヤプシギ，  

ヒルギダマシ，ヒルギモドキなどを構成種とする仲間  

川や浦内川河口部デルタ地域の汽水域に発達するマン  

グローブ林の植生学的考察は宮脇ほか（1983）により報  

告されている。本項ではback mangrove forestと呼  

ばれるサガリバナ林，オオハマボウ林，サキシマスオウ  

ノキ林，シマシラキ林，アダン林などの群落的特性に  

ついて考察されている。これらの植生は潮汐運動，河  

川の流水作用，表層地質の母材，地形，塩分濃度など  

による環境規制の影響下にある。すみわけには徴地形  

のちがいが及ばす乾湿度，異なった土壌の形成が大き  

く関与している。仲間川流域沿いの植生配分ほ，中流  

域にサガリバナ群集が分布し，下流にゆくにしたがい  

アダン群集がとくに流域の左岸に広くみられる。さら  

に河口部にはオオバヒルギ，オヒルギを主とするマン  

グローブ林が広がっている。菊池ほか（1978，1980）  

26）ハマクワガタールリハコぺ群集（Tab．32）  

VeronicoJaVaれicae－Anagalli－  
detum arvensis】Ⅶiyawaki1969   

形態：ルリハコベにより標徴される耕作畑地1年生  

雑草群落。植生高は50～60cm，植被率は70％となる。  

強い優占種はなく，テリミノイヌホオズキ，チチコグ  

サモドキ，ペニバナボロギク，メヒシバなどが高い被  

度で生育している。群落構成種はほとんど1年生草本  

植物からなっている。   

生態：耕起，施肥などの管理作業によって持続され  

る富栄養地生の植物群落である。管理が停止され，富  

栄養化の程度が弱まるにつれ，隣接群落でもあるソク  

ズ群落，ユダウチチヂミザサーカラムシ群落などの多  

年生草本群落へ遷移してゆくと考えられる。   

上級単位‥ツクシメナモミ，シマツユクサなどを標  

徴種としてツクシメナモミ群団，ツクシメナモミオー  

ダーに含められる。さらにハナイ／ミナ，カタバミなど  

によりシロザクラスに含められる。   

27）ハイ＝シキソウーフタシベネズミノオ群集  

（Tab．33）  

Euphorbio chamaesyce－  

Sporoboletum diandi  

Miyawakiet al．1978   

形態：ハイニシキソウ，フタシべネズミノオにより  

標徴，区分される低茎の多年生踏跡群落。植生高ほ  

10cmで，前記2種のほかにコメヒシバ，オヒシバ，  

オオアレチノギクなどの1年（越年）生草本植物が多  

Tab．33 ハイニシキソウーフタシべネズミノオ耶傑  

Euphorbio chamaesyce－Sporoboletum diandi  

Feld－Nr．：  

Gr6L3e d．Probeflache（mxm）：  

H8he d．Vegetation（cm）：  

Deckung d．Vegetation（％）：  

Artenzahl：  

号
積
高
率
 
数
 
 

番
面
 
 

種
 
 

生
被
 
 現

 
 

査
査
 
 

調
調
植
植
 
出
 
 Kenn－ u．Trennarten d．Ass．：   群集標徴種・区分種   

フタシべネズミノオ   

ハイニシキソウ  

上級単位の区分種   

オヒシノミ  

随伴種   

コメヒシノべ   

オオアレチノギク   

テンツキ属の一種   

チチコグサモドキ   

アキノノゲシ   

カタバミ  

郎oro∂oJ〟∫成α乃（ゐr   

EJ′♪／…′－／｝山‘・力‘川仙，∫．1什  

Trennart d．h6heren Einheiten：   

。
 

2
 

3
・
＋
 
＋
 
 

＋
＋
＋
 
 
 

1
 

EJg〟∫g乃eわ7（方cα  

Begleiter：  

J）豆〟〟J・んJJ／／／…／1Ⅵ∫六  

月／庵■‘，川／J∫〟〃J‘Jナノγ〃∫J∫  

」朽∽占rf∫′γJf∫Sp．  

C肌ゆ／J‘J／JJ〃〃♪JJ′や〃ハリノ川  

ム打／J／（、‘JJ■／J‘九、‘J  

Oェdf∫COr乃fc〟Jαfα  

調査地Fundort：Otomi大富，調査年月日 Datum：4．Marz1982．  
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1‥ Barringtonietum racemosae サガリバナ群集  

2‥ Melanolepido－Tremaetum orientalis ヤソノミルアカメガシワHウラジロエノキ群集  

3‥ Melothrio・Hibiscetum tiliaceiクロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集  

4：Cb4）eruS mOnPPhyllus－Gesellschaft シチトウイ群落  

5：0仔ennes Wasser 開放水域  

a：MineralBoden 有機質土壌  b：Sand－Sediment 砂層  

Fig．6 マングローブ林後背地の植生配分模式。  

Verteilungsschema der Mangrove Vegetationim Mittel－FluL3gebiet．  

は地形と植生配分の関係について述べ，地形を氾濫  

原，デルタ，河口湾に3区分し相観的な植生区分に対  

応させている。今回の調査結果の植生配分もほぼ上述  

した流域区分に対応している。すなわち，サガリバナ  

群集，ヤン㌧パルアカメガシワーウラジロエノキ群集，  

クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集，ナ  

ンテンカズラ群落，シチトウイ群落が氾濫原上に発達  

している。アダン群集ほ氾i監原下流域のとくに河口湾  

堆積物からなる高位面に分布している。また流水辺に  

は小規模ながらオヒルギ群落が発達している。さらに  

下流のデルタ地帯および河口湾にはマング仁一・－ブ林が  

広がっている。氾濫原上流域の典型的な植生配分ほ流  

水辺からシチトウイ群落→クロミノオキナワスズメウ  

リーオオハマボウ群集→ヤン㌧パルアカメガシワーウラ  

ジロエノキ群集→サガリバナ群集で示される（Fig．6）。  

クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集は河  

川蛇行の凸端部の砂堆積地に多く，自然堤防の直下か  

ら流水辺にむかって斜上した数多くの分枝をだしてい  

る。砂の堆積が少ない立地は流水が直接，自然掟防に  

ぶつかり，ヤン㌧ベルアカメガシワーウラジロエノキ群  

集の立地となっている。この場合，ナンテンカズラ群  

落がマント群落を構成していることが多い。自然堤防  

上のヤンパルアカメガシワーウラジロエノキ群集は乾  

性立地に生育しており増水時の冠水および破壊を受け  

やすい，不安定な立地に生育する持続群落である。上  

流域の冠水頻度の少ない立地では，フトモモノキ，ツ  

ルアダンおよびヤブツバキクラスのタブノキ，オキナ  

ワウラジロガシなどの常緑植物が多い。下流域ほど樹  

冠や種組成も不均質になりやすい。ヤンパルアカメガ  

シワ…ウラジロエノキ群集が破壊されるとイボタクサ  

ギ群落やクロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ  

群集が代償植生として生育する。しかし代償植生の構  

成種は自然植生より極端に多くなる。さらに，後背湿  

地にはサガリバナ群集が生育し，シマオオタニワクリ  

の多く着生する独特の相観を示している。冠水頻度は  

高く，流水による破壊あるいは土砂の流入があっても  

再生力が強く，優占種のサガリバナほ良く萌芽して生  

長する。   

氾濫原下流域の高位面に生育するアダン群集は比較  

的乾燥した砂～シルト質母材上にみられ，凹状地や流  

水辺でイボタクサギ群落やヒルギカズラ群落に接して  

いる。また内湾部のデルタ地帯ではオオバヒルギーオ  

ヒルギ群落や倭生化したオオバヒルギ群落に隣接する  

が，乾性から湿性への環境傾度に沿ってアダン群集シ  

イノキカズラ亜群集からシマシラキ亜群集へ変化す  

る。アダン群集はまた内湾部の八重山爽炭層からなる   
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2．海浜植生の群落特性（Fig．7）   

干立，住吉付近，中野，船浦では砂丘植生が観察さ  

れた。いずれの砂浜も面積は狭く，海岸断崖，あるい  

ほ隆起サンゴ礁の外側に形成された帯状の形態を示し   

ている。このため砂丘植生の広がりも小さい。砂丘植  

生は方位，沖に広がっているサンゴ礁の発達程度，さ   

らに地形的な条件によって海風，波浪の影響が強い外  

湾性の砂浜とそれらの弱い，やや泥質の浜とに区分で   

きる。   

外湾性の浜では自然裸地に続いてハマアズキーグン  

バイヒルガオ群集にまとめられる地被性っる植物群落  

が生育している。ハマアズキーグン／ミイヒルガオ群集  

は砂丘植生のうち，最も広い面積を占めている。その  

後背にほモンパノキークサトベラ群集にふくめられる  

常緑広葉樹低木林の林縁群落としてキダチハマグルマ  

群集が帯状に生育している。キダチハマグルマ群集に  

接した海側にはハテルマカズラ優占植分（ハマアズキ  

ーグン／ミイヒルガオ群集，ハテルマカズラ亜群集）が  

成立する場合もある。モソ／りキークサトベラ群集の  

生育域にほ時にアダン群集が斑紋状に発達している。  

モソパノキークサトベラ群集の後背部ほ砂丘植生が終  

わり，ケナガェサカキ■スダジイ群集に移行してゆ  

く。また砂丘地に突出した小断崖地には多年生草本植  

物群落であるイリオモテアザミーテッポウユリ群落に  

続いてモン／りキークサトベラ群集，ソテツ優占植  

分，またほアカテツーハマビワ群集が成立している。   

海風の影響の弱い内湾性の浜では裸地に続いてソナ  

レシバ群落が広い面積を占めている。時にミルスベリ  

ヒユ群落がソナレシ／ミ群落に接して生育する場合もあ  

る。高潮位でも冠水しない高位面は打ちあげられた有  

機物が堆積し富養地となっている。そこに高茎多年生  

草本植物群落のハマウド群落，その背後にクロミノオ  

キナワスズメウリーオオノ、マボウ群集にふくめられる  

低木林が成立している。クロミノオキナワスズメウリ  

ーオオハマボウ群集の背後ほ断崖地となっている場合  

が多い。崖錐部にはクPヨナ優占植分，あるいほゴム  

カズラーノアサガオ群落にまとめられる，海岸マント  

群落が生育している。断崖地上はアカテツーハマビワ  

群集の断片的植生からケナガェサカキースダジイ群集  

へ移行する植生配分がみられる。   

以上まとめられた海浜植生は本土各地に生育する海  

浜植生と種組成，優占種の生活形ともに異質である。  

ハマアズキーグン バイヒルガオ群集，オオハマボウー  

アダンクラス，さらにソナレシ／ミ群落などはいずれも  

東南アジアの熱帯地方にかけて広く分布しており，西  

表島は，その北限域にあたっている。   

斜面の風化母材上に生育し，ケナガェサカキースダジ   

イ群集とオヒルギ群落の中間に分布している。   

デルタ地帯の上流部あるいほ内湾部にほカニ山や河   

口湾堆積物で1～2mの高さの小丘が点在し，オヒル  

ギ群落やオオ／ミヒルギーオヒルギ群落に囲まれてイボ   

タクサギ『サキシマスオウノキ群落やシマシラキ群落  

が′ト面積で生育している。サキシマスオウノキ林は5  

～8mの亜高木林でヒルギカズラ，シイノキカズラ，  

イボタクサギなど林縁生の種が常在的でサキシマスオ   

ウノキ群集の先駆相とも理解できるが，立地的に終極  

相を形成するのほイボタクサギーサキシマスオウノキ  

群落までである。シマシラキ群落も4～6mの亜高木  

林を形成し，サキシマスオウノキ林よりも冠水頻度の  

高い立地でも生育が可能である。したがって内湾部で  

ほオヒルギ群落の破壊跡地に二次林を形成することも  

ある。また，シマシラキ群落やイボタクサギーサキシ  

マスオウノキ群落ほマント群落のヒルギカズラ群落や  

イポタクサギ群落を隣接群落とすることが多い。   

仲間川流域の植生は現在までのところ良く保護され  

ており，林縁群落から森林群落まで熱帯と共通の種群  

によって構成されている。位置的に西表島ほその北限  

に近く，森林形態の倭生化，あるいは種の貧弱化もみ  

られる。しかし，群落相互の生態的，動態的関係ほア  

ジア熱帯地域の植生と基本的に共通する点が多い。   

仲間川以外のマングロ・－ブ林域ほ人間による影響を  

受けている立地が少なくなく，とくに後背湿地ほ水田  

や牧草地に利用されることが多い。また，道路建設に  

よる影響も大きい。土地利用に際しては水路の改修や  

人工堤防の付設を施し，潮汐や河川氾濫の影響をとり  

除いている。現在利用されている水田にはマルミスブ  

ターコナギ群集やアオウキクサーアカウキクサ群落で  

代表される水田雑草群落が生育するが，放棄されるこ  

とにより1年生草本植物群落のハイキピーキシュウス  

ズメノヒユ群落に遷移することが多い。ハイキピーキ  

シュウスズメノヒエ群落はハイキビーチゴザサ群落  

キシュウスズメノヒユ下位群落（宮脇ほか1975）に近  

縁で海岸に接した水田跡地に特徴的である。さらに遷  

移の進んだ立地ではコウキヤガラ群集，耐塩性のある  

ヒメガマ群落，フトイ群落に置き換えられている。ク  

イラ川河口左岸の水田放棄地ほ海側に砂丘と自動車道  

があるため潮汐の影響を受けず，淡水によって水分収  

支のまかなわれるテツホシダーヨシ群落が生育してい  

る。汽水域にあり潮汐の影響も受ける立地ではヒトモ  

トススキ群集が生育し，仲間川右岸内湾部や古見に広  

い植分がみられる。また，シオクグ群集も潮汐の影響  

を直接受ける立地に生育するが分布は限られている。  
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b．  

b：内湾In der Bucht  a：外湾AuBer der Bucht  

1：ケナガエサカキースダジイ群集  
Adinandro yaeyamensis・Castanopsietum sieboldii  

2：モソパノキqクサトベラ群集 Messerschmidio－Scaevoletum taccadae  
3：キダチハマグルマ群集 Wedelietum bif】orae  
4：ハマアズキーグソノミイヒルガオ群集 Vigno－1pomoetum pes－Caprae  
5：裸地 Nackte Boden  

6：海 Meer  

7：ゴムカズラーノアサガオ群落 Ec‘かanthera utilis一身omoeaacuminata－Gesellschaft  

8：クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群集 Melothrio－Hibiseetum tiliacei  
9：ハマウド群落 Angelicaj頑）Onia－Gesellschaft  

lO：ソナレシバ群落 St，OrObolus vi7￥inicus－Gesellschaft  

Fig．7 海浜植生の群落配分模式。  
Schematische Gesellschaftsverteilung der D也nenvegetation・   

1：ケナガェサカキースダジイ群集  
Adinandro yaeyamensis－Castanopsietum sieboldii  
（1：二次林 Sekund翫WaldeT）  

2：ススキ群落 Miscanthussinensis－Gesellschaft  
3：ギンネム群落 Leucaenaleucocqt，hala－Gesellschaft  
4：道路 Weg  

5：タイワンクズーノアサガオ群落 nLerariamontana－h”moeaaCuminata－Gesellschaft  
6：ヤソ／ミル7カメガシワーウラジ。エノキ群集 Melanolepido－Tremaetum orientalis  
7：ソクズ群落 Sbmbucus chinen5is－Gesellschaft  
8：ハマクワガタールリハコべ群集 Veronico javanicae－Anagallidetum arvensis  
9：集落 Dorf  

lO：フクギ植栽地 Garciniasubel14）tica－Bestand  

ll：エダウチチヂミザサーカラムシ群落 Qplismenu5COmPositus－Boehmerian4）OnOnivea－Gesellschaft  
12：ノ、イニシキソウーフタシべネズミノオ群集  

Euphorbio chamaesyce－Sporoboletum diandi  
13：コノミノハスノハカズラーイリオモテシャミセソジル群落  

St申haniajL4）Onicavar．australis－Lygodium77dcrophyllum－Gesellschaft  
14‥アカテツーハマビワ群集 Planchonello－Litseetum japonicae  
15：海 Meer  

Fig．S 集落周辺域の群落配分模式。  

SchematischeGesellschaftsverteilunginderUmgebung desDorfes・   
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と，植物社会学的な群落体系上はオーダー（畑雑草群  

落），クラス（林縁マント群落）のレベルでの相違が  

ある。これらの植生ほ台湾，東南アジアと続く熱帯地  

方に分布の中心を置く種群および植物群落がほとんど  

を占めている。  

摘  要  

西表島にはケナガェサカキースダジイ群集，オキナ  

ワウラジロガシ群集などが発達しており，ヤプツ／ミキ  

クラスの植生の南限域にあたる。同時にマヤプシギ群  

落，オオノミヒルギーオヒルギ群落などのマングローr－ブ  

林，サガリバナ群集，シマシラキ群落など後背マング  

ローブ林，ヤン／ミルアカメガシワーウラジロエノキ群  

集，ゴムカズラーノアサガオ群落，ヤプレガサウラボ  

シーコシダ群落などの二次植生，あるいほ湿性岩上の  

ナガバノシマイナモリーコウトウシュウカイドウ群落  

など亜熱帯～熱帯系の植生の北限域になっている。と  

くに代償植生に出現する亜熱帯～熱帯系フロラは多彩  

で，帰化植物も多くみられる。1982年3月4日～11日  

までの現地踏査であきらかにされた植生単位は草本植  

生が21群落，9群集，つる～低木林植生が7群落，3  

群集，森林植生が2群落，4群集の合計46単位となっ  

ている。   

・ヤプツノミキクラス   

Camellietea japonicae Miyawakiet   

Ohba1963  

タイミンタチ／ミナースダジイオーダー   

Myrsino－Castanopsietalia  

sieboldiiK Fujiwara1981  

ポチョウジースダジイ群団  

Psychotrio－Castanopsion  

sieboldiiMiyawakiet al．1971  

ケナガェサカキースダジイ群集  

Adinandro yaeyamensis－  

Castanopsietum sieboldii  

Miyawakiet al．1971  

トベラ群団  

Pittosporion tobira Nakanishiet  

Suzuki1970  

アカチッーハマビワ群集  

Planchonello－Ⅰ一itseetum  
japonicae Miyawakiet al．1974  

・ハドノキーウラジロエ／キ群団   

Villebruno pedunculatae・Tremion   
orientalis K．Suzuki1979  

ヤソ／ミルアカメガシワーウラジロエノキ群集（新  

称）   

3．集落周辺域の群落特性（Fig．8）   

西表島の各集落，大富，大原をはじめ，船浦，上  

原，干立，租納，白浜ほいずれも沿海部に沿って発達  

している。そのため多くの集落では海風，特に台風時  

の強風に対する防風，防潮林として海岸風衝低木林で  

あるアカテツーーハマビワ群集または島内を広く被う自  

然植生であるケナガェサカキースダジイ群集の′」＼林分  

を海に面した斜面に保全している。この常緑広葉樹林  

の林綾部にはコバノハスノハカズラーイリオモテシャ  

ミセンゾル群落にまとめられる林縁生つる植物群落や  

ユダウチチヂミザサーカラムシ群落にまとめられる多  

年生草本植物群落が帯状に配分している。集落周辺の  

農道上ほハイニシキソウ岬フタシべネズミノオ群集の  

生育域となっている。   

人家周辺，畑の周囲ほ防風，防潮のためにフクギ，  

テリハボクの植栽が行なわれている。フクギは5～6  

mの亜高木状の樹木が多い。耕作畑や人家周辺の富栄  

養地にはべニ／ミナポロギク，ウシノタケダグサなど熱  

帯に生育の中心をもつ1年生帰化植物が普通にみられ  

る。畑地雑草群落ほルリハコベを標徴種とするハマク  

ワガタールリハコべ群集にふくめられている。またマ  

ングローブ林後背地を開拓して作られた水田にほマル  

ミスブターコナギ群集にまとめられる雑草群落，ある  

いは浮菓植物群落であるアオウキクサーアカウキクサ  

群落が生育している。水田は耕作が停止されると初期  

にほ月よ（お乃∫属の優占する群落が成立し，その後ハイ  

キピーキシュウスズメノヒエ群落あるいはテツホシダ  

ーヨシ群落などのヨシクラスにまとめられる湿生多年  

生草本植物群落に遷移してゆく。水田，畑の周辺には  

やや撹乱の少ない路傍にはソクズ群落が帯状に配分し  

ている。   

近年建設された周遊自動車道の法面にほタイワンク  

ズーノアサガオ群落にまとめられる地被性っる植物群  

落，あるいは半自生状態となっているギンネムの優占  

植分が形成されている。またやや安定した礫質の谷状  

地にはヤンパルアカメガシワーウラジロエノキ群集に  

ふくめられる夏緑広葉樹高木林が二次的に成立してい  

る。仲間川に沿って内陸部に延びる林道の両線は，ギ  

ンネム植分によって占められ，一部，リエキュウバラ  

イチゴ群落，ヤプレガサウラボシーコシダ群落，スス  

キ植分などのやや乾性立地生の植物群落が立地に対応  

して生育している。   

以上の西表島における集落周辺域の植生と本土低  

地，ヤプツノミキクラス域の人里の植生には生態的に対  

応した群落が発達している。さらに一部の植生でほ優  

占種や構成種の分叛学的な，属レベルでの共通性も拒  

摘できる。しかし各群落の構成種を種のレベルでみる  
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Melanolepido－Tremaetum  

orientalis ass．nov．  

・クサトベラ群団  

Scaevolion taccadae Miyawalti et 

K．Suzuki1976   

モン′りキークサトベラ群集  

Messerschmidio－Scaevoletum   

taccadae Miyawakiet K．Suzuki1976  

・サガリ／ミナ群団   

Barringtonion racemosae K．Suzuki  

1979  

サガリバナ群集   

Barringtonietum racemosae  

Niiro et al．1974  

イボタクサギーサキシマスオウノキ群落  

しYlリー）（ム，／J‘わ・…JJ－／J‘リ・川トJlリイJ／■（リ・‘J／／J／り／・‘J／／∫  

一Gesellschaft  

シマシラキ群落   

Exoecaria agallocha－Gesellschaft  

・オオハマボウーアダンクラス   

Hibisco－P左ndanetea Miyawakiet   
K．Suzuki1976  

オオハマボウーアダンオーダー  

Hibisco－Pandanetalia Miyawakiet  

K．Suzuki1976  

クPミノオキナワスズメウリーオオハマボウ群  

団  

Melothrio－Hibiscion Miyawakiet  

K．Suzuki1976  

クロミノオキナワスズメウリーオオハマボウ  

群集  

Melothrio－Hibiscetum  

tiliaceiMiyawakiet K．Suzuki1976  

アダン群団  

Pandanion tectoriiMiyawakiet  

K．Suzuki1976  

アダン群集  

Pandanetum tectoriiMiyawaki  

et al．1974   

・ハマニガナークロイワザサ群団   

ⅠⅩerido－Thuarioninvolutae Ohba1973  
ハマアズキーグンバイヒルガオ群集  

Vigno－Ipomoetum pes－Caprae  
Miyawakiet K．Suzuki1976  

・ハマボッスオ←ダー   

Lysimachietalia mauritianae   

Nakanishiet H．Su21uki1975   

ボタンボウフウ群団   

Peucedanion japonicae Ohba1971  

イリオモテアザミーテッポウユリ群落  

C∫r∫∠〟〝乙∂アマ・㍗fcd〟Jg var．わ一わ7〝Ofg乃∫g一エJJf〟JJヱ   

long押rum－Gesellschaft  

・ヨシ′クラス  

f’hragmitetea Tx．et Prsg．1942  

ヨシオーダー   

Phragmitetalia Tx．et Prsg．1942  

ヨシ群団  

Phragmition W．Koch1926  

コウキヤガラ群集  

Scirpetum planiculmis  

Miyawaki1960  

シオクグ群集  

Caricetum scabrifoliae  

Miyawakiet Okuda1969  

シチトウイ群落  

Cb4＞eruS mOnqt）hyllus－Gesellschaft  

フトイ群落  

Sbi7やus tabe7・naemonta71i－Gesellschaft  

ヒメガマ群落  

7bpha angustata－Gesellschaft  

テツホシダーヨシ群落  

7ツJ（小／）／‘り小／／J／げ／・JJ〃‘ト川／－‘W／／JJ●J‘，∫  

australis－Gesellschaft  

ヒトモトススキ群集  

Cladietum chinensis Ohba et  

Sugawara 1980 

・ヨモギクラス   

Artemisietea princlplS Miyawakiet   

Okuda1972  

オ←ダー・群団ほ未決定  

Ordn．u．Verb．noch nicht bestimmt  

ハマウド群落  

Angelicaj‘ゆOnica－Gesellschaft  

・オオ／ミコオーダー   

Plantaginetalia asiaticae Miyawaki   

1964  

ノ、イニシキソウーネズミノオ群団   

Euphorbio－Sporobolion Miyawaki  

1964  

ハイニシキソウーフタシべネズミノオ群集  

Euphorbio chamaesyce－  

Sporoboletum diandiMiyawakiet  

al．1978   

・イネクラス  
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Dalbe7官ia can（おnatensis－Gesellschaft   

イボタクサギ群落  

C7ero（ゐn功一oninerme－Gesellschaft   

ナンテンカズラ群落   

Cbesa4｝inia crista－Gesellschaft  

シロ／ミナミヤコグサーハマダイゲキ群落   

J一り／JJ∫‘川∫J用／ムーだ叶／～＝イ，／‘J‘・／h〃〃／∫∫り〃／J  

－Gesellschaft   

ヤェヤマカモノハシーハマオモト群落  

ん、／J（汀／／川／／J川〃J／（、JJ／／ト（十／／J〟川‘J∫高J／（Ⅵ川 ヽ・こIr．   

j（4）Onicum－Gesellschaft  

ソクズ群落  

Sambucus chinensis－Gesellchaft   

ユダウチチヂミザサーカラムシ群落   

（沙／／山〃‘ソ川∫‘て）川♪（扇JJ′∫一丁ブり‘イりJJ‘リイ‘J／吋……正…  

－Gesellschaft  

ソナレシバ群落   

5少orobolus vi7官inicus－Gesellschaft  

ミルスベリヒユ群落   

Se5uViumportulacast7・um－Gesellschaft   

ヤプレガサウラボシーコシダ群落   

川〃げ／＝、り′小′糾／‘トJ〃‘、′・‘川〃，／‘，／イ∫‘／／‘、／＝／り／肘  

－Gesellschaft  

ヒメキランソウ群落   

4′ugaIygmaea－Gesellschaft  

ミヤコジマハマアカザ群落   

AtriPlex maximowicR：iana－Gesellschaft  

コバノハスノハカズラーイリオモテシャミセンゾ  

ル群落   

∫／‘，♪／J‘川高ノ‘J／，り〃／‘・‘Jヽ▼こlr．‘川∫什‘J／／∫－エ．＼ぶ・（′‘〟JJ／／J   

micrqt）hyllum－Gesellschaft  

ゴムカズラーノアサガオ群落   

E‘イ＼・∫‘川J／け用／JJ／／ムーJ♪…J…，‘J‘…J扇／＝山  

一Gesellschaft  

タイワンクズーノアサガオ群落   

ル‘リ・‘両‘J／／〃川J‘川‘ト小（〃〃（ノ‘，‘J‘汀〃川／／J‘J山  

一Gesellschaft   

リュウキュウバライチゴ群落   

尺〟占〟∫rO∫αゆ／わ‘∫SSp．∽αJわ乃0ひfcgff  

＿Gesellschaft  

キダチハマグルマ群集   

Wedelietum biflorae Miyawakiet K．  

Suzuki1976  

ハイシ／ミーイソフジ群落   

L¢turusrePens－Sqt）horatomentosa－Gesellschaft   

以上の各植生単位の植物社会学上の位置や配分，自  

然環境ならびに人為的干渉との相互のかかわり合いが  

考察された。   

Oryzetea sativae Miyawaki1960  

カヤツリグサーイヌビュオ←ダ←   

Cypero－Echinochloetalia   

oryzoides Bolbs et Masclans1955  

イネーイヌビュ群団  

Oryzo－Echinochloion oryzoides  

Bolbs et Masclans1955  

マルミスブターコナギ群集  

Blyxo－Monochorietum MiyilWaki  

1960   

・シロザクラス  

Chenopodietea Br．－Bl．1951  

ツクシメナモミオ←ダー   

Siegesbeckietalia orientalis  

Borza1959  

ツクシメナモミ群団  

Siegesbeckion orientalis Borza1959  

ハマクワガタールリハコベ群集  

Veronico javanicae－Anagalli－  
detum arvensis Miyawaki19（う9  

・コウキクサクラス   

Lemnetea minoris W．Koch et R．Tx．  

（inlitt．1954）ap．P．Tx．1955  

コウキクサオ←ダー   

Lemnetalia minoris W．Koch et．R．   

Tx．（inlitt．1954）ap．R．Tx．1955  

アオウキクサ群団  

Lemnion paucicostatae  

MiyawakietJ．T弘Ⅹen1960  

アオウキクサーアカウキクサ群落  

んリノ仙り）‘＝（イ（てノ血／‘ト．▲lごり／鳥／川～り‾ん、・〟〟  

－Gesellschaft  

・上級単位未決定の群落   

Noch nicht bestimmten h6heT・en Einheiten   

イリオモテトンボソウーコモウセンゴケ群落   

JY‘〟‘川品川∫／川〃甘ノー‘ん－ル・り∫‘れJV）‘〟机′／‘山  

一Gesellschaft   

ハマホラシノブータイワンコモチシダ群落   

即ゐg乃0∽erf∫み坤rα一l穐0ゐαr‘方αOrfe乃fαJf∫  

＿Gesellschaft  

ナガ／ミノシマイナモリーコウトウシュウカイドウ   

群落   

0クんわrrんfヱαノ呼0乃fcαVar・fα∫んよrof－βggo乃fα   

jbnicis－Gesellschaft   

ハイキピーキシュウスズメノヒエ群落   

ヱも乃fc〟∽r¢e乃∫一助車αJ〟mゐffcゐ〟∽  

＿Gesellschaft  

ヒルギカズラ群落  
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Zusammenfassung  

AufIriomote，einer der siidlichen Ryukyu－Inseln，Wurden pnanzensoziologische   

Untersuchungendurchgefiihrt．46Vegetationstypen wurden unterschieden，Subtropische   

nattirliche Waldgesellschaften wie das Psychotrio－Castanopsion sieboldii   

mit den Assoziationen Adinandro yaeyamensis－Castanopsietum sie－   
boldiiund Quercetum miyagiisindim Htigelland，das auf dem Komigatake   

470m H6he erreicht，Weitverbreitet．Andere Vegetationstypen mit vielen tropischen   

Arten sind entlang der Ktiste，an den M弘ndungen der kleinen Fltisse，in den engen   

TAlern der H也gelund um die D6rfer verbreitet．An den Ufern des Nakama Flusses   

WaChst Mangrove－Waldvegetation wie die Sonneratia alba－Gesellschaft und die Rhizo－   

Phora s砂losa－Gesellschaft．Hinter der Mangrove－Vegetationist eine ebenfalls von den   

Gezeiten beeinflusste“back－mangrOVe”－Waldvegetationentwickelt，das Barringtoni－   

etum racemosae，die E∬COeCaria agallocha－Gesellschaft，Melothrio－Hibis－   

Cetum tiliacei．Von synmorphologischen，Syndynamischen und syn6kologischen   

Standpunkt betrachtet，ist dieseVegetation den echten tropischenMangrove－und“back－   

mangrove”－Gesellschaften des osts也dlichen Asiens sehr ahnlich．  

In anderen ktistennahen Gegendenlebenhalbnatiirliche，SekundareVegetationstypen   

Wie das Fico microcarpae－Ponganietum pinnatae、Macarango－   

Bischoffietum，Melanolepido－Tremaetum orientalis，besondersin   

der Nahe der D6rfer unter starkem menschlichen Ein8uss．Grasland－Vegetation wachst  

andenWegrandernoder auf denÅckern wie das Euphorbio chamaesyce－   
Sporoboletum diandi，Veronico javanicae－Anagallidetum ar－  

vensis．Viele naturalisierte，auS dem tropischen Asien stammenden Arten wurden  

in diesen Pflanzengesellschaften gefunden．Auf feuchten，felsigen Standortenin kleinen  

Talernleben rein tropische，naturliche Vegetationstypen wie das Blechono－Cya－  

thetumlepiferae und（わhiorrhizahponica var．tashiroi－B曙Oniajbnicis－Gesell－   

schaft．  

・Camellietea japonicae Miyawakiet Ohba1963  
Myrsino－Castanopsietalia sieboldiiK．Fujiwara1981  

Psychotrio－Castanopsion sieboldiiMiyawakiet al．1971  

Adinandro yaeyamensis－Castanopsietum sieboldiiMiya－  
wakiet al．1971  

Pittosporion tobira Nakanishiet Suzuki1970  

Planchonello－Litseetum japonicae Miyawakiet al．1974  

・Villebruno pedunculatae－Tremion orientalis K．Suzuki1979  

Melanolepido－Tremaetum orientalis ass．nov．  

・Scaevolion taccadae Miyawakiet K．Suzuki1976  

Messerschmidio－Scaevoletum taccadae Miyawakiet K．Suzuki1976  

・Barringtonion racemosae K．Suzuki1979  

Barringtonietum racemosae Niiro et al．1974  

Clerodendroninerme－Zhritieralittoralis－Gesellschaft  

且ccoecaria agallocha－Gese11schaft  

・Hibisco－Pandanetea Miyawakiet K．Suzuki1976   
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Hibisco－Pandanetalia Miyawakiet K．Suzuki1976  

Melothrio－Hibiscion Miyawakiet K．Suzuki1976  

Melothrio－Hibiscetum tiliaceiMiyawakiet K．Suzuki1976  

Pandanion tectoriiMiyawakiet K．Suzuki1976  

Pandanetum tectoriiMiyawakiet al．1974  

・ⅠⅩerido－Thuarioninvolutae Ohba1973   
Vigno一Ipomoetum pes－CaPrae Miyawakiet K．Suzuki1976  

・Lysimachietalia mauritianae Nakanishiet H．Suzuki1975   

Peucedanion japonicae Ohba1971  

Cirsium brevicaule var・iriomotense－Liliumlongiflorum－Gesellschaft  

・Phragmitetea Tx．et Prsg．1942   

Phragmitetalia Tx．et Prsg．1942  

Phragmition W．Koch1926  

Scirpetum planiculmis Miyawaki1960  

Caricetum scabrifoliae Miyawakiet Okuda1969  

Cb4＞eruSmOnqt，hyllus－Gesellschaft  

Sci7やustabernaemontani－Gesellschaft  

7シタha angustata－Gesellschaft  

77ieb4）terisinterr乙ゆta－Phragmites australis－Gesellschaft  

Cladietum chinensis Ohba et Sugawara 1980 

・Artemisietea princIPIS Miyawakiet Okuda1972  
0rdn．u．Verb．noch nicht bestimmt  

Angelicahponica－Gesellschaft  

・Plantaginetalia asiaticae Miyawaki1964   
Euphorbio－Sporobolion Miyawaki1964  

Euphorbio chamaesyce－Sporoboletum diandiMiyawakiet al1979  

・Oryzetea sativae Miyawaki1960   
Cypero－Echinochloetalia oryzoides Bolbs et Masclans1955  

0ryzo－Echinochloion oryzoides Bolbs et Masclans1955  

Blyxo－Monochorietum Miyawaki1960  

・Chenopodietea Br・－BI・1951  

Siegesbeckietalia orientalis Borza1959  

Siegesbeckion orientalis Borza1959  

Veronico javanicae－Anagallidetum arvensis Miyawaki1969  

．Lemnetea minoris W．Koch et R．Tx．（inlitt．1954）ap．R・Tx・1955  

Lemnetalia minoris W．Koch et R．Tx．（inlitt．1954）ap．R・Tx・1955  

Lemnion paucicostatae MiyawakietJ・Ttixen1960  
Lemnapaucicostata－Azollaimbricata－Gesellschaft  

．Noch nicht bestimmten h6heren Einheiten  

Platantherasteno5ePala－Drosera4）athulata－Gesellschaft  

5クhenomerisbiflora－Woodwardiaorientalis－Gesellschaft  

Ophiorrhizajaponicavar・taShiroi－Begoniajbnicis－Gesellschaft  

Panicum r坤ens－Pa4）alum distichum－Gesellschaft   
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Dalbergia candenatensis－Gesellschaft  

Cleroden（かoninerme－Gesellschaft  

Caesa砂inia crista－Gesellschaft  

Lotus au5tralis－Euphorbia chamissonis－Gesellschaft  

hchaemum muticum－Crinum asiaticum var．］（4）Onicum－Gesellschaft  

Sambucus chinensis－Gesellschaft  

Oplismenus compositu5－Boehmeria n4＞OnOnivea－Gesellschaft  

βクOrObolus virginicus－Gesellschaft  

Sesuvium portulacastrum－Gesellschaft  

Di？ieris conjugata－Dicran呼teris dichotoma－Gesellschaft  

Ajugapygmaea－Gesellschaft  

Atr4）lexmaximowic3dana－Gesellschaft  

St（少haniahponica var・auStralis－Ztygodium micr呼hyllum－Gesellschaft  

Ecめ・Santhera utilis－h）OmOea aCuminata－Gesellschaft  

Pueraria montana一身omoea acuminata－Gesellschaft  

Rubus rosaqfblius ssp．maximowiczii－Gesellschaft  

Wedelietum biflorae Miyawakiet K．Suzuki1976  

L申turus r（少ens－Sqt＞hora tomentosa－Gesellschaft   
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